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履修案内について
　この『履修案内』は、入学時に、一人一冊配布されます。
　常時、この冊子を身近なところに大切に保管し、十分に活用してください。

◆履修案内は、杏林大学外国語学部における履修について、杏林大学学則、本学部の
諸規程、および別冊『HANDBOOK』記載の事項はもとより、それらに明示され
ていない細則や事項を解説したものです。

◆このガイドブックに記載されている内容は、いずれも、杏林大学外国語学部に在籍
する学生にとって重要なものばかりですので、学生諸君は、オリエンテーション等
の際にはこの冊子を必ず持参してその内容をしっかりと理解するよう努めてくださ
い。

◆以下の記載事項については、オリエンテーション、各種のガイダンス、および掲示
等を通じて、追加・変更・訂正がなされることもあるので、注意してください。
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＜２０２5年度　外国語学部学年暦＞

［春学期］
２０２５年 ３ 月２６日（水） ～ ４ 月 ４ 日（金） オリエンテーション

４ 月 ５ 日（土） 授業開始
４ 月 ６ 日（日） 入学式
４ 月 ４ 日（金）～ ４ 月１２日（土） 履修登録期間
４ 月３０日（水） ～ ５ 月１０日（土） 履修中止制度手続き期間
７月２２日（火） 授業終了
７ 月２５日（金） ～ ８ 月 １ 日（金） 定期試験期間
８ 月 ２ 日（土）～ ９ 月１３日（土） 夏季休暇
８ 月１９日（火） ～ ８ 月２２日（金） 追･再試験期間
９ 月１２日（金） 卒業式（ ９ 月）

◎ 春学期　休日授業日
４ 月２９日（火） （火曜日授業） ７ 月２１日（月） （月曜授業実施）

◎ 春学期補講日（やむを得ず授業が休講となった場合の振替日。時限や教室は別途掲示）

５月２４日（土） ６ 月２１日（土） ７ 月１２日（土）
７ 月２３日（水） 終日 ７月２４日（木） 終日

［秋学期］
２０２５年 ９ 月１６日（火） オリエンテーション

９月１７日（水） 秋学期授業開始
９月１６日（火） ～ ９ 月２４日（水） 履修登録
１０月１０日（金） ～ １０月１７日（金） 履修中止制度手続き期間
１０月２４日（金） ～ １０月２７日（月） 学園祭開催に伴う休講期間
１１月１１日（火） 創立記念日（授業日）
１２月２８日（日） ～ １ 月 ３ 日（土） 冬季休暇

２０２６年 １ 月 ５ 日（月） 授業再開
１月１０日（土） 授業終了
１月１５日（木） ～ １ 月２３日（金） 定期試験期間
２月１６日（月） ～ ２ 月１９日（木） 追･再試験期間

※日程については、変更する場合があります。

◎ 秋学期　休日授業日
９ 月２３日（火） （火曜授業実施） １０月１３日（月） （月曜授業実施）
１１月 ３ 日（月） （月曜授業実施） １１月１１日（火） （火曜授業実施）
１１月２４日（月） （月曜授業実施）

◎ 秋学期　振替授業日
１２月２４日（水） （月曜授業実施）

◎ 秋学期補講日（やむを得ず授業が休講となった場合の振替日。時限や教室は別途掲示）

１０月１１日（土） １１月 ８ 日（土） １２月２５日（木） 終日
１２月２７日（土） １ 月１３日（火） 終日 １月１４日（水） 終日

◎ 秋学期に １日 ２回分の授業を実施する日（時限や教室は別途掲示）

１１月１５日（土） （午前･午後）
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＜２０２5年度　春学期授業日程＞
曜日

授業 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 ４ 月 ７ 日 ４ 月 ８ 日 ４ 月 ９ 日 ４ 月１０日 ４ 月１１日 ４ 月 ５ 日

2 ４ 月１４日 ４ 月１５日 ４ 月１６日 ４ 月１７日 ４ 月１８日 ４ 月１２日

3 ４ 月２１日 ４ 月２２日 ４ 月２３日 ４ 月２４日 ４ 月２５日 ４ 月１９日

4 ４ 月２８日 ４ 月２９日
（祝日授業）※１ ４ 月３０日 ５ 月 １ 日 ５ 月 ２ 日 ４ 月２６日

5 ５ 月１２日 ５ 月１３日 ５ 月 ７ 日 ５ 月 ８ 日 ５ 月 ９ 日 ５ 月１０日

6 ５ 月１９日 ５ 月２０日 ５ 月１４日 ５ 月１５日 ５ 月１６日 ５ 月１７日

7 ５ 月２６日 ５ 月２７日 ５ 月２１日 ５ 月２２日 ５ 月２３日 ５ 月２４日

8 ６ 月 ２ 日 ６ 月 ３ 日 ５ 月２８日 ５ 月２９日 ５ 月３０日 ５ 月３１日

9 ６ 月 ９ 日 ６ 月１０日 ６ 月 ４ 日 ６ 月 ５ 日 ６ 月 ６ 日 ６ 月 ７ 日

10 ６ 月１６日 ６ 月１７日 ６ 月１１日 ６ 月１２日 ６ 月１３日 ６ 月１４日

11 ６ 月２３日 ６ 月２４日 ６ 月１８日 ６ 月１９日 ６ 月２０日 ６ 月２１日

12 ６ 月３０日 ７ 月 １ 日 ６ 月２５日 ６ 月２６日 ６ 月２７日 ６ 月２８日

13 ７ 月 ７ 日 ７ 月 ８ 日 ７ 月 ２ 日 ７ 月 ３ 日 ７ 月 ４ 日 ７ 月 ５ 日

14 ７ 月１４日 ７ 月１５日 ７ 月 ９ 日 ７ 月１０日 ７ 月１１日 ７ 月１２日

15 ７ 月２１日
（祝日授業）※２ ７ 月２２日 ７ 月１６日 ７ 月１７日 ７ 月１８日 ７ 月１９日

学期末試験　 ７ 月２５日(金）～

◆授業回数は各曜日１５回としています。
（※ １ ） ４ 月２９日(火）昭和の日 …… 祝日授業（火曜日授業）を実施
（※ ２ ） ７ 月２１日(月）海の日 ……… 祝日授業（月曜日授業）を実施

◆休講になった場合は、下記の日程で補講を実施する場合があります。
◎ ５ 月２４日(土)
◎ ６ 月２１日(土)
◎ ７ 月１２日(土)
◎ ７ 月２３日(水）終日
◎ ７ 月２４日(木）終日
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＜２０２5年度　秋学期授業日程＞

曜日
授業 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 ９ 月２２日 ９ 月２３日
（祝日授業）※１ ９ 月１７日 ９ 月１８日 ９ 月１９日 ９ 月２０日

2 ９ 月２９日 ９ 月３０日 ９ 月２４日 ９ 月２５日 ９ 月２６日 ９ 月２７日

3 １０月 ６ 日 １０月 ７ 日 １０月 １ 日 １０月 ２ 日 １０月 ３ 日 １０月 ４ 日

4 １０月１３日
（祝日授業）※２ １０月１４日 １０月 ８ 日 １０月 ９ 日 １０月１０日 １０月１１日

5 １０月２０日 １０月２１日 １０月１５日 １０月１６日 １０月１７日 １０月１８日

6 １１月 ３ 日
（祝日授業）※３ １０月２８日 １０月２２日 １０月２３日 １０月３１日 １１月 １ 日

7 １１月１０日 １１月 ４ 日 １０月２９日 １０月３０日 １１月 ７ 日 １１月 ８ 日

8 １１月１７日 １１月１１日
（祝日授業）※４ １１月 ５ 日 １１月 ６ 日 １１月１４日 １１月１５日

9 １１月２４日
（祝日授業）※５ １１月１８日 １１月１２日 １１月１３日 １１月２１日 １１月１５日

10 １２月 １ 日 １１月２５日 １１月１９日 １１月２０日 １１月２８日 １１月２２日

11 １２月 ８ 日 １２月 ２ 日 １１月２６日 １１月２７日 １２月 ５ 日 １１月２９日

12 １２月１５日 １２月 ９ 日 １２月 ３ 日 １２月 ４ 日 １２月１２日 １２月 ６ 日

13 １２月２２日 １２月１６日 １２月１０日 １２月１１日 １２月１９日 １２月１３日

14 １２月２４日※６ １２月２３日 １２月１７日 １２月１８日 １２月２６日 １２月２０日

15 １ 月 ５ 日 １ 月 ６ 日 １ 月 ７ 日 １ 月 ８ 日 １ 月 ９ 日 １ 月１０日

学期末試験　 １ 月１５日(木）～

◆授業回数は各曜日１５回としています。
（※ １ ） ９ 月２３日(火）秋分の日 ………… 祝日授業（火曜日授業）を実施
（※ ２ ）１０月１３日(月）スポーツの日 …… 祝日授業（月曜日授業）を実施
（※ ３ ）１１月 ３ 日(月）文化の日 ………… 祝日授業（月曜日授業）を実施
（※ ４ ）１１月１１日(火）創立記念日 ……… 祝日授業（火曜日授業）を実施
（※ ５ ）１１月２４日(月）振替休日 ………… 祝日授業（月曜日授業）を実施
（※ ６ ）１２月２４日(水）  …………………… 月曜日コマ回数不足分（月１４）

◆休講になった場合は、下記の日程で補講を実施する場合があります。
◎１０月１１日(土）  ◎１１月 ８ 日(土）
◎１２月２５日(木）終日 ◎１２月２７日(土）
◎ １ 月１３日(火）終日 ◎ １ 月１４日(水）終日

◆ １ 日に ２ 回分の授業を実施します。
◎１１月１５日(土） 
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教員氏名 曜日 実施時間帯

赤嶺　恵理 月 １２：１０ ～ １３：００

嵐　洋子 火 １２：１０ ～ １３：００

イアン ランバート 水 １２：１０ ～ １３：００

池田　尚広 金 １２：１０ ～ １３：００

稲垣　大輔 火 １２：１０ ～ １３：００

岩本　和良 木 １２：１０ ～ １３：００　

宇佐美貴浩 火 １２：１０ ～ １３：００

大熊美音子 火 １２：１０ ～ １３：００

海谷　千波 水 １２：１０ ～ １３：００

北村　一真 木 １２：１０ ～ １３：００

倉林　秀男 木 １２：１０ ～ １３：００

小林　輝美 水 １２：１０ ～ １３：００

小堀　貴亮 金 １２：１０ ～ １３：００

齋藤　智志 火 １２：１０ ～ １３：００

坂本ロビン 水 １２：１０ ～ １３：００

ジャクリーン 
マリー トルケン 木 １２：１０ ～ １３：００

教員氏名 曜日 実施時間帯

高木眞佐子 水 １２：１０ ～ １３：００

田中　洋 木 １２：１０ ～ １３：００

千野万里子 金 １２：１０ ～ １３：００

張　弘 月 １２：１０ ～ １３：００

鄭　英淑 火 １２：１０ ～ １３：００

西山　桂子 水 １２：１０ ～ １３：００

藤田由香利 木 １２：１０ ～ １３：００

古本　泰之 火 １２：１０ ～ １３：００

真野　靖久 火・木 １２：１０ ～ １３：００

三牧　史奈 火 １２：１０ ～ １３：００

森　　和 火 １２：１０ ～ １３：００

八木橋宏勇 月 １２：１０ ～ １３：００

安江枝里子 火 １２：１０ ～ １３：００

梁井　久江 水 １２：１０ ～ １３：００

渡邉　俊 月 １２：１０ ～ １３：００

《非常勤講師のオフィスアワーについて》
　非常勤講師については、原則として授業終了時に教室や非常勤講師控室（Ｄ棟 １ 階）に
て質問を受け付けています。または、随時、電子メールで質問を受け付ける対応を行って
います（但し、その教員がメールアドレスを公開している場合に限ります）。

＜２０２5年度オフィスアワー一覧＞
※曜日、時間等の変更が生じた場合は、掲示により連絡します。



6 7

目　次

○はじめに
　１　学生の皆さんへ ……………………………………………………………………  １１
　２　建学の精神 …………………………………………………………………………  １１
　３　学部（学科）の理念・教育研究上の目的、教育目標  …………………………  １１
　 　（１）理念・目的
　 　（２）教育目標

Ⅰ　学位授与、カリキュラムの方針 ……………………………………………………  １２
　１　外国語学部全体の方針 ……………………………………………………………  １２
　　　 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　　　 教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　２　英語学科の方針 ……………………………………………………………………  １５
　　　 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　　　 教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　３　中国語学科の方針 …………………………………………………………………  １８
　　　 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　　　 教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　４　観光交流文化学科の方針 …………………………………………………………  ２２
　　　 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　　　 教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

　 　注意事項について …………………………………………………………………  ２５
　 　（１）事務取扱時間について
　 　（２）教務課からの連絡について
　 　（３）オリエンテーションについて
　 　（４）問い合わせについて
　 　（５）教員との連絡について
　 　（６）その他

Ⅱ　授業 ……………………………………………………………………………………  ２７
　１　学期制
　２　授業期間
　３　授業時間
　４　授業の出席
　５　授業の欠席
　６　休講
　７　補講



8

Ｐ
8

　８　悪天候や災害等による授業や試験の取り扱い

Ⅲ　単位と科目 ……………………………………………………………………………  ３０
　１　単位制度
　２　単位の計算方法
　３　配当セメスター
　４　授業科目
　５　科目区分
　６　科目ナンバリング

Ⅳ　履修
　１　履修登録 ……………………………………………………………………………  ３３
　 　（１）履修登録の制度
　 　（２）履修単位数の上限
　 　（３）クラスの指定について
　 　（４）再履修について
　 　（５）ゼミナールの履修について
　 　（６）卒業論文・課題指導の履修について
　２　履修登録の手続き …………………………………………………………………  ３４
　 　（１）履修方法
　 　（２）履修登録の流れ
　 　（３）履修登録における注意
　３　履修中止制度 ………………………………………………………………………  ３６

Ⅴ　単位認定 ………………………………………………………………………………  ３７
　１　単位認定制度について
　 　（１）各制度の内容
　 　（２）外国の教育機関への留学について
　 　（３）外国の教育機関への留学（海外研修）の履修について
　 　（４）大学コンソーシアム八王子加盟大学間単位互換について
　 　（５）インターンシップの履修について
　 　（６）アドバンストプレイスメントに関する単位認定について



8 9

Ⅵ　試験
　１　試験の種類 …………………………………………………………………………  ３９
　 　（１）平常点・平常試験
　 　（２）定期試験
　 　（３）追試験
　 　（４）再試験
　２　試験に関する一般的な注意事項 …………………………………………………  ４１
　 　（１）受験資格についての注意事項
　 　（２）試験実施にあたっての注意事項
　 　（３）受験にあたっての注意事項
　３　レポート提出に関する注意事項 …………………………………………………  ４２

Ⅶ　成績 ……………………………………………………………………………………  ４３
　１　成績評価・表記
　２　GPA制度について
　３　成績発表
　４　成績評価の問い合わせについて
　５　学期末日程について

Ⅷ　卒業と進級 ……………………………………………………………………………  ４６
　１　卒業の要件 …………………………………………………………………………  ４６
　 　（１）学科別の必修科目及び選択必修科目の科目数並びに単位数
　 　（２）転・編入生の卒業要件について
　２　進級の条件 …………………………………………………………………………  ４７
　 　（１）通常の進級条件
　 　（２）留学期（留セメスター）
　 　（３）進級できなかった場合の科目履修

Ⅸ　授業科目
　英語学科
　　　 ① 外国語科目Ａ …………………………………………………………………  ４８
　　 　② 外国語科目Ｂ …………………………………………………………………  ４９
　　　 ③ 基盤教育科目 …………………………………………………………………  ５０
　　　 ④ 教養科目 ………………………………………………………………………  ５２
　　　 ⑤ 専門科目 ………………………………………………………………………  ５３
　　　 ⑥ 関連科目 ………………………………………………………………………  ５５



10

Ｐ
10

　中国語学科
　　 　① 外国語科目Ａ …………………………………………………………………  ５６
　　 　② 外国語科目Ｂ …………………………………………………………………  ５７
　　　 ③ 基盤教育科目 …………………………………………………………………  ５８
　　 　④ 教養科目 ………………………………………………………………………  ６０
　　 　⑤ 専門科目 ………………………………………………………………………  ６１
　　 　⑥ 関連科目 ………………………………………………………………………  ６２

　観光交流文化学科
　　 　① 外国語科目Ａ …………………………………………………………………  ６３
　　 　② 外国語科目Ｂ …………………………………………………………………  ６４
　　　 ③ 基盤教育科目 …………………………………………………………………  ６５
　　 　④ 教養科目 ………………………………………………………………………  ６７
　　　 ⑤ 専門科目 ………………………………………………………………………  ６８
　　 　⑥ 関連科目 ………………………………………………………………………  ６９

Ⅹ　規程 ……………………………………………………………………………………  ７０
　○杏林大学外国語学部履修規程
　○杏林大学外国語学部転学科規程
　
Ⅺ　教職課程、地（知）の拠点整備事業、APプログラム（高大接続）について …  ７６
　１　教職課程（英語学科のみ）
　２　地域を舞台とした学び
　３　APプログラム（日英中トライリンガル育成のための高大接続）について

UNIVERSAL PASSPORT利用の手引き ……………………………………………  ８３



10 11

　　はじめに

1 学生の皆さんへ

　外国語学部長　坂本　ロビン

　今日から杏林大学・井の頭キャンパスの生活が始まります。大学生活では多くの教
職員や先輩、後輩、同級生と素晴らしい未来をつくる様々なチャンスが生まれると思
います。あらゆることにチャレンジしてみてください。そうすれば自分の夢が見えて
くるでしょう。しかし、その夢は美しい夢でなければなりません。夢を持つだけでは
なくその美しい夢を信じることが大切です。この冊子を井の頭キャンパス最初の一年
の履修計画を立てるのに十分活用して頂き、皆さんの素晴らしい未来、そして美しい
夢を実現するための第一歩として頂ければ幸いです。

2 建学の精神

　杏林大学の建学の精神は「眞・善・美の探究」です。
　「眞・善・美の探究」を通じて、優れた人格を持ち、人のために尽くすことの出来
る国際的な人材を育成することが、本学の教育理念です。

3 学部（学科）の理念・教育研究上の目的、教育目標 

⑴ 理念・目的
　外国語学部の理念・目的は、外国語の習得を通じて、「言葉」の持つ豊かな創造性
とコミュニケーション機能の可能性を追求するとともに、異文化の垣根を越えて相互
に理解し共存できる人間性そのものを陶冶し、実践的な外国語運用能力の開発を通じ
て、実社会の中で必要な専門的知識を備えた国際的な職業人を養成することです。
①　英語学科は、英語の高度な運用能力と広範な背景的知識の獲得、ならびに非言

語的表現も含めたコミュニケーション能力の開発に取り組み、これらを通じて、
将来の予測が難しい時代を生き抜く力と専門的知識を備えた国際的な職業人を養
成することを目的としています。

②　中国語学科は、グローバル化の進展と中国語圏を中心とするアジア地域の発展
に伴い、求められる実践的な中国語運用能力の開発と地域の社会・文化に関する
知識の修得により、高度な中国語コミュニケーション能力を有するとともに、国
際社会における相互理解を促進し、新たな協力の創造に寄与できる人材を養成す
ることを目的としています。
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③　観光交流文化学科は、豊かで健全な社会生活に欠かすことのできない楽しみの
ための移動と滞在、それにともなうホスピタリティと人びとの交流について、観
光学の学びを通じて多様な視点からその価値を捉え、持続的な観光の発展と交流
文化の創造を先導する人材を養成することを目的としています。

⑵ 教育目標
　正しい異文化理解に基づく２１世紀型世界市民の育成を目指し、実践的かつ高度な外
国語運用能力、問題解決能力、良好な対人関係を築くためのコミュニケーション能力
や社会人力を身につけた人材を養成する。

Ⅰ　学位授与、カリキュラムの方針

1．外国語学部全体の方針

■卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
　外国語学部では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得すべき能力を以下
のように定め、卒業の要件を満たし、これらをすべて修得したと認められる学生に、
学士の学位を授与する。

（ 1）高度な外国語運用能力
　◦  母語だけではなく少なくとも一つの外国語（英語または中国語）を実践的かつ高

度に運用できる。

（ 2）コミュニケーション能力
　◦  グローバル社会で良好な対人関係を主体的に築くことを目指し、ホスピタリティ

に溢れたコミュニケーションができる。

（ 3）問題解決能力
　◦  知識・技能を活用しながら、自ら問題・課題を発見し、情報分析能力・データ分

析能力を活用した客観的分析と柔軟な発想によって問題・課題を解決することが
できる。
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（ 4）自己表現力・情報発信力
　◦  他者の意見・主張を尊重し理解した上で、議論・交渉の場において自らの意見を

明確に表現し、新たな情報を創造・発信することで建設的な主張を展開すること
ができる。

（ 5）異文化理解とグローバル人材力
　◦  幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識・尊重と適切な正しい異文化理解に

基づいて、グローバル社会で他者と協働し活躍することができる。

（ 6）高い倫理観と社会的責任遂行能力
　◦  グローバル社会・地域社会の持続的発展のために、将来を見据え自律的に行動し、

他者と協調・協働しながら、高い倫理観を持ち、社会的責任を積極的に果たすこ
とができる。

（ 7）専門的な知識・技術・技能と活用力
　◦  実社会の中で必要な基礎専門能力を修得し、それを発展的に活用することができ

る。

■教育課程の編成・実施の方針 （カリキュラム・ポリシー）
　外国語学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力の修得のために、外国語
科目、基盤教育科目、教養科目そして専門科目の ４ つの科目区分から成る授業科目を
体系的かつ順次的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を実施する。
カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連や科目内容の順次性を番号で表現す
る科目ナンバリングを行い、カリキュラムマップを作成することで、カリキュラムの
構造をわかりやすく明示する。単位制度の実質化を図るため、履修可能上限単位を適
切に設定する（CAP制）。また、学生が学修に専念し安定した学生生活を送ることが
できるよう、アカデミックアドバイザー制度を通して学生支援を行う。
　教育内容、教育方法、評価については以下のように定める。

（ 1）教育内容
（ １ - １ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  各学科における主要な外国語（英語または中国語）の実践的かつ高度な運用能力

の基盤を築くため、それぞれの外国語科目の必修科目と選択科目を設置する。
（ １ - ２ ）コミュニケーション能力を修得するために
　◦  外国語運用能力拡充の基盤形成のために、学科の主要外国語以外の外国語科目を

配置する。
　◦  グローバル社会で通用する対人コミュニケーション力を涵養するための科目を配

置する。
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（ １ - ３ ）問題解決能力を修得するために
　◦  学士課程へのスムーズな移行のための初年次教育として、多様な入学者が自ら学

修計画を立て、主体的に問題点・課題点を発見する知的習慣の形成を可能にする
ための科目を配置する。

　◦  現代社会における現象や問題を量的アプローチにより分析し、解決策を導くこと
ができる能力を陶冶し、さらにその能力を強化するための科目を設置する。

　◦  自ら問題・課題を発見し、解決する能力を高めるための科目を配置する。
（ １ - ４ ）自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  日本語での自己表現力・情報発信力を高めるための科目を初年次に配置する。
　◦  日本の伝統・歴史・文化を表現・発信することを目指した科目を配置する。
　◦  各学科の専門教育を通して学修した知識や技能を表現・発信するための科目を配

置する。
（ １ - ５ ）異文化理解とグローバル人材力を修得するために
　◦  グローバル社会において必要とされる幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認

識と適切な異文化理解を深めるための科目を配置する。
（ １ - ６ ）社会的責任遂行能力を修得するために
　◦  地域社会の持続的な発展のために、他者と協調・協働しながら自分の能力を積極

的に役立てる力の修得を目指した科目を配置する。
　◦  将来を見据え自律的に行動し、学士課程修了後に社会的責任を遂行するために、

キャリア教育科目を配置する。
（ １ - ７ ）専門的な知識・技術・技能とその活用力を修得するために
　◦  各学科に求められる共通の基礎専門能力と、それらをさらに発展させた応用的な

専門能力を修得するため、専門分野の体系に基づき、必修科目と選択科目を区別
し、学年・学期別の科目配置を行う。

　◦  個別テーマに関する専門的知識・技術・技能を獲得するとともに、それらを課題
解決に活用する能力を修得するための科目を必修科目として配置する。

（ 2）教育方法
（ ２ - １ ）グローバル社会での適応能力を修得するために
　◦  グローバル社会での適応能力を涵養するため、海外留学・研修・実習プログラム

を積極的に導入する。
（ ２ - ２ ）高い問題解決能力と自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  問題解決能力・自己表現力・情報発信力を修得できる能動的学修（アクティブラー

ニング）方法を取り入れた科目を積極的に導入する。
（ ２ - ３ ）社会的責任遂行能力の修得のために
　◦  グローバル社会と地域の双方を舞台にした活動体験・現場体験を通して適応能力

を涵養するため、フィールドワーク、インターンシップ、ボランティアなどのソー
シャルラーニング（社会学修）を積極的に導入する。
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（ ２ - ４ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  外国語による専門的な知識・技術・技能の修得を図るために、CLIL（Content 

and Language Integrated Learning）手法を積極的に導入する。

（ 3）成果の測定
（ ３ - １ ）各学期終了時に国際的な成績評価指標であるGPA（Grade Point Average）

で評価する。
（ ３ - ２ ）外国語の運用能力を高めるため、学年ごとに目標を設定し、その達成度を検

証するための共通テストを実施する。
（ ３ - ３ ）大学IRコンソーシアム「学生共通調査」及び学生アンケートによる自己評価

を用いて学士課程全体の成果を測定する。

2．英語学科の方針

■卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　外国語学部英語学科では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得すべき能
力を以下のように定め、卒業の要件を満たし、これらをすべて修得したと認められる
学生に、学士（文学）の学位を授与する。

（ 1）高度な外国語運用能力
　◦  英語を高度かつ実践的に運用することができると同時に、英語圏の文化・歴史・

社会などに関する背景的な専門知識の修得や、実社会における英語の有効な活用
方法とそれが求められる職業諸分野についての理解の深化を通して、英語による
言語コミュニケーション能力全般を向上させることができる。

（ 2）コミュニケーション能力
　◦  母語と英語の運用能力だけではなく、他言語および非言語コミュニケーション能

力も向上させることを通じて、グローバル社会における良好な対人関係を主体的
に築くことができる。

（ 3）問題解決能力
　◦  自ら問題・課題を発見し、情報分析能力・データ分析能力を活用した客観的分析 

と、既存の思考法にとらわれない柔軟な発想によって、その問題・課題を解決す
ることができる。

（ 4）自己表現力・情報発信力
　◦  他者の意見・主張を尊重し理解した上で、議論・交渉の場において自らの意見を
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明確に表現し、新たな情報を創造・発信することで建設的な主張を展開すること
ができる。

（ 5）異文化理解とグローバル人材力
　◦  幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識・尊重と適切な正しい異文化理解に

基づいて、グローバル社会で他者と協働し活躍することができる。

（ 6）高い倫理観と社会的責任遂行能力
　◦  グローバル社会・地域社会の持続的発展のために、将来を見据え自律的に行動し、

他者と協調・協働しながら、高い倫理観を持ち、社会的責任を積極的に果たすこ
とができる。

（ 7）専門的な知識・技術・技能と活用力
　英語をグローバル社会で必要不可欠な言語として修得するにとどまらず、学術的対
象としても学び、そうした専門知識と知的教養を実社会で応用することができる。

■教育課程の編成・実施の方針 （カリキュラム・ポリシー）
　外国語学部英語学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力の修得のために、
外国語科目、基盤教育科目、教養科目そして専門科目の ４ つの科目区分から成る授業
科目を体系的かつ順次的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を実
施する。カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連や科目内容の順次性を番号
で表現する科目ナンバリングを行い、カリキュラムマップを作成することで、カリキュ
ラムの構造をわかりやすく明示する。単位制度の実質化を図るため、履修可能上限単
位を適切に設定する（CAP制）。また、学生が学修に専念し安定した学生生活を送る
ことができるよう、アカデミックアドバイザー制度を通して学生支援を行う。
　教育内容、教育方法、評価については以下のように定める。

（ 1）教育内容
（ １ - １ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  高度な英語運用能力を修得するために、必修科目・選択科目・選択必修科目を設け、

学年・学期別の科目配置を行う。
　◦  高度な英語運用の基盤形成のための科目を配置する。
　◦  実践的な英語運用能力を修得するための科目を配置する。
　◦  高度な英語運用能力の修得に不可欠な背景的専門知識の導入のための科目を必修

科目として配置する。
（ １ - ２ ）コミュニケーション能力を修得するために
　◦  外国語運用能力拡充の基盤形成のために、英語に加え、英語以外の外国語科目を

選択科目として設置する。
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　◦  グローバル社会で通用する対人コミュニケーション力を涵養するための科目と、
併せてコミュニケーションに関する専門的知識の修得とその実践的応用を目的と
する科目も設置する。

（ １ - ３ ）問題解決能力を修得するために
　◦  学士課程へのスムーズな移行のための初年次教育として、多様な入学者が自ら学

修計画を立て、主体的に問題点・課題点を発見する知的習慣の形成を可能にする
ための科目を配置する。

　◦  多角的に問題を解決する能力の基礎を身に付けるための科目を配置する。
　◦  現代社会における現象や問題を量的アプローチにより分析し、解決策を導くこと

ができる能力を陶冶し、さらにこの能力を強化するための科目を設置する。
　◦  専門科目によって養ってきた、自ら問題・課題を発見し解決する能力を更に高め

るための科目を必修科目として配置する。
（ １ - ４ ）自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  日本語での自己表現力・情報発信力を高めるための科目を初年次に配置する。
　◦  日本の伝統・歴史・文化を表現・発信することを目指した科目を配置する。
　◦  外国語による自己表現力・情報発信力を高めるための科目を配置する。

（ １ - ５ ）異文化理解とグローバル人材力を修得するために
　◦  グローバル社会において必要とされる幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認

識と適切な異文化理解を深めるための科目を配置する。
　◦  グローバル社会そのものの現状と成り立ちや課題についての適切な認識に基づ

き、グローバル人材として飛躍する契機を得るための科目を配置する。
（ １ - ６ ）社会的責任遂行能力を修得するために
　◦  地域社会の持続的な発展のために、他者と協調・協働しながら自分の能力を積極

的に役立てる力の修得を目指した科目を配置する。
　◦  予測不可能な将来を見据えて自律的に行動し、学士課程修了後に社会的責任を遂

行するために、英語による言語コミュニケーション能力を実社会において応用す
る方法や、その力が求められる職業諸分野についての理解の導入としてキャリア
教育科目を配置する。

（ １ - ７ ）専門的な知識・技術・技能とその活用力を修得するために
　◦  基礎的な専門能力と、それらをさらに発展させた専門能力を修得するため、必修

科目と選択科目を設け、学年･学期別の科目配置を行う。
　◦  基礎的な英語運用能力の学修に加え、それらをさらに強化し、専門性を高めるた

めの科目を配置する。
　◦  英語学、英米文学、異文化理解の三分野の専門能力を修得するための科目を配置

する。
　◦  個別テーマに関する専門的知識・技術・技能を獲得するとともに、それらを課題

解決に活用する能力を修得するための科目を必修科目として配置し、学科の学び
の集大成とする。
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（ 2）教育方法
（ ２ - １ ）グローバル社会での適応能力を修得するために
　◦  グローバル社会での適応能力を涵養するため、海外留学・研修・実習プログラム

を積極的に導入する。
（ ２ - ２ ）高い問題解決能力と自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  問題解決能力・自己表現力・情報発信力を修得できる能動的学修（アクティブラー

ニング）方法を取り入れた科目を積極的に導入する。
（ ２ - ３ ）社会的責任遂行能力の修得のために
　◦  グローバル社会と地域の双方を舞台にした活動体験・現場体験を通して適応能力

を涵養するため、フィールドワーク、インターンシップ、ボランティアなどのソー
シャルラーニング（社会学修）を積極的に導入する。

（ ２ - ４ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  英語による専門的な知識・技術・技能の修得を図るために、CLIL（Content and 

Language Integrated Learning）手法を積極的に導入する。

（ 3）成果の測定
（ ３ - １ ）各学期終了時に国際的な成績評価指標であるGPA（Grade Point Average）

で評価する。
（ ３ - ２ ）外国語の運用能力を高めるため、学年ごとに目標を設定し、その達成度を検

証するための共通テストを実施する。
（ ３ - ３ ）大学IRコンソーシアム「学生共通調査」及び学生アンケートによる自己評価

を用いて学士課程全体の成果を測定する。

3．中国語学科の方針

■卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　外国語学部中国語学科では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得すべき
能力を以下のように定め、卒業の要件を満たし、これらをすべて修得したと認められ
る学生に、学士（中国語コミュニケーション学）の学位を授与する。

（ 1）高度な外国語運用能力
　◦  中国語を高度かつ実践的に運用することができる。

（ 2）コミュニケーション能力
　◦  母語と中国語の運用能力だけではなく、他言語および非言語コミュニケーション

能力も向上させることを通じて、グローバル社会における良好な対人関係を主体
的に築くことができる。
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（ 3）問題解決能力
　◦  知識・技能を活用しながら、自ら問題・課題を発見し、情報分析能力・データ分

析能力を活用した客観的分析と柔軟な発想によって問題・課題を解決することが
できる。

（ 4）自己表現力・情報発信力
　◦  他者の意見・主張を尊重し理解した上で、議論・交渉の場において自らの意見を

明確に表現し、新たな情報を創造・発信することで建設的な主張を展開すること
ができる。

（ 5）異文化理解とグローバル人材力
　◦  幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識・尊重と適切な正しい異文化理解に

基づいて、グローバル社会で他者と協働し活躍することができる。

（ 6）高い倫理観と社会的責任遂行能力
　◦  グローバル社会・地域社会の持続的発展のために、将来を見据え自律的に行動し、

他者と協調・協働しながら、高い倫理観を持ち、社会的責任を積極的に果たすこ
とができる。

（ 7）専門的な知識・技術・技能と活用力
　◦  ビジネス一般や文化交流の現場あるいは通訳・翻訳などの語学専門職として通用

するのに十分な中国語コミュニケーション能力に加え、中国語圏を主とするアジ
アにおけるビジネス・文化交流の場で通用する基礎知識を修得し、それを活用す
ることができる。

■教育課程の編成・実施の方針 （カリキュラム・ポリシー）
　外国語学部中国語学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力の修得のため
に、外国語科目、基盤教育科目、教養科目そして専門科目の ４ つの科目区分から成る
授業科目を体系的かつ順次的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業
を実施する。カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連や科目内容の順次性を
番号で表現する科目ナンバリングを行い、カリキュラムマップを作成することで、カ
リキュラムの構造をわかりやすく明示する。単位制度の実質化を図るため、履修可能
上限単位を適切に設定する（CAP制）。また、学生が学修に専念し安定した学生生活
を送ることができるよう、アカデミックアドバイザー制度を通して学生支援を行う。
　教育内容、教育方法、評価については以下のように定める。
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（ 1）教育内容
（ １ - １ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  高度な中国語運用能力を修得するために、必修科目・選択科目・選択必修科目を

設け、学年・学期別の科目配置を行う。
　◦  実践的な中国語運用能力を高めるための科目を配置する。
　◦  高度な中国語運用能力を修得するための科目を配置する。

（ １ - ２ ）コミュニケーション能力を修得するために
　◦  外国語運用能力拡充の基盤形成のために、中国語に加え、中国語以外の外国語を

選択科目として設置する。
　◦  グローバル社会で通用する対人コミュニケーション力を涵養するための科目を設

置する。
（ １ - ３ ）問題解決能力を修得するために
　◦  学士課程へのスムーズな移行のための初年次教育として、多様な入学者が自ら学

修計画を立て、主体的に問題点・課題点を発見する知的習慣の形成を可能にする
ための科目を配置する。

　◦  多角的に問題を解決する能力の基礎を身に付けるための科目を配置する。
　◦  現代社会における現象や問題を量的アプローチにより分析し、解決策を導くこと

ができる能力を陶冶する科目を配置する。さらにこの能力を強化するための科目
を設置する。

　◦  専門科目として、自ら問題・課題を発見し、解決する能力を高めるための科目を
配置する。

（ １ - ４ ）自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  日本語での自己表現力・情報発信力を高めるための科目を初年次に配置する。
　◦  日本の伝統・歴史・文化を表現・発信することを目指した科目を配置する。
　◦  中国語による自己表現力・情報発信力を高めるための科目を配置する。

（ １ - ５ ）異文化理解とグローバル人材力を修得するために
　◦  グローバル社会において必要とされる幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認

識と適切な異文化理解を深めるための科目を配置する。
　◦  多様な価値観の認識と適切な異文化理解を深め、グローバル人材として飛躍する

契機を得るための科目を配置する。
（ １ - ６ ）社会的責任遂行能力を修得するために
　◦  地域社会の持続的な発展のために、他者と協調・協働しながら自分の能力を積極

的に役立てる力の修得を目指す科目を配置する。
　◦  予測不可能な将来を見据えて自律的に行動し、学士課程修了後に社会的責任を遂

行するためのキャリア教育科目を配置する。
（ １ - ７ ）専門的な知識・技術・技能とその活用力を修得するために
　◦  各学科に求められる共通の基礎専門能力と、それらをさらに発展させた応用的な

専門能力を修得するため、専門分野の体系に基づき、必修科目と選択科目を区別
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し、学年･学期別の科目配置を行う。
　◦  ビジネス・文化交流の現場あるいは通訳・翻訳などの語学専門職として必要とさ

れる高い中国語運用能力を修得するための科目を配置する。
　◦  中国語圏を主とするアジアで相互理解を促進しつつ，ビジネス・文化交流を展開

するのに必要な地域の社会・文化の基礎知識を修得するための科目を配置する。
　◦  個別テーマに関する専門的知識・技術・技能を獲得するとともに、それらを課題

解決に活用する能力を修得するための科目を必修科目として配置する。

（ 2）教育方法
（ ２ - １ ）グローバル社会での適応能力を修得するために
　◦  グローバル社会での適応能力を涵養するため、海外留学・研修・実習プログラム

を積極的に導入する。
（ ２ - ２ ）高い問題解決能力と自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  問題解決能力・自己表現力・情報発信力を修得できる能動的学修（アクティブラー

ニング）方法を取り入れた科目を積極的に導入する。
（ ２ - ３ ）社会的責任遂行能力の修得のために
　◦  グローバル社会と地域の双方を舞台にした活動体験・現場体験を通して適応能力

を涵養するため、フィールドワーク、インターンシップ、ボランティアなどのソー
シャルラーニング（社会学修）を積極的に導入する。

（ ２ - ４ ）高度な外国語運用能力を修得するために

（ 3）成果の測定
（ ３ - １ ）各学期終了時に国際的な成績評価指標であるGPA（Grade Point Average）

で評価する。
（ ３ - ２ ）外国語の運用能力を高めるため、学年ごとに目標を設定し、その達成度を検

証するための共通テストを実施する。
（ ３ - ３ ）大学IRコンソーシアム「学生共通調査」及び学生アンケートによる自己評価

を用いて学士課程全体の成果を測定する。
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4．観光交流文化学科の方針

■卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　外国語学部観光交流文化学科では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得
すべき能力を以下のように定め、卒業の要件を満たし、これらをすべて修得したと認
められる学生に、学士（観光交流文化学）の学位を授与する。

（ 1）高度な外国語運用能力
　◦  母語と英語を、観光・ホスピタリティ分野において実践的かつ高度に運用できる。

（ 2）コミュニケーション能力
　◦  母語と英語の運用能力だけではなく、他言語および非言語コミュニケーション能

力も向上させることを通じて、グローバル社会における良好な対人関係を主体的
に築くことができる。

（ 3）問題解決能力
　◦  知識・技能を活用しながら、自ら問題・課題を発見し、情報分析能力・データ分

析能力を活用した客観的分析と柔軟な発想によって問題・課題を解決することが
できる。

（ 4）自己表現力・情報発信力
　◦  他者の意見・主張を尊重し理解した上で、議論・交渉の場において自らの意見を

明確に表現し、新たな情報を創造・発信することで建設的な主張を展開すること
ができる。

（ 5）異文化理解とグローバル人材力
　◦  幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識・尊重と適切な正しい異文化理解に

基づいて、グローバル社会で他者と協働し活躍することができる。

（ 6）高い倫理観と社会的責任遂行能力
　◦  自らの社会的使命を自覚し、高い倫理観に基づいて多様化する価値観を受容しな

がら、地域社会等で周囲をマネジメントし、リーダーシップを持って社会的責任
を積極的に果たすことができる。

（ 7）専門的な知識・技術・技能と活用力
　◦  観光・ホスピタリティに関する基礎知識に加え、ビジネス・地域社会の人的交流

を通じた発展を適切に促進させるための専門知識を修得し、それを活用すること
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ができる。併せて、医療・保健衛生の基礎知識を踏まえたウェルネスを志向する
観光形態に関する専門知識を修得し、それを活用することができる。

■教育課程の編成・実施の方針 （カリキュラム・ポリシー）
　外国語学部観光交流文化学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力の修得
のために、外国語科目、基盤教育科目、教養科目そして専門科目の ４ つの科目区分か
ら成る授業科目を体系的かつ順次的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせ
た授業を実施する。カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連や科目内容の順
次性を番号で表現する科目ナンバリングを行い、カリキュラムマップを作成すること
で、カリキュラムの構造をわかりやすく明示する。単位制度の実質化を図るため、履
修可能上限単位を適切に設定する（CAP制）。また、学生が学修に専念し安定した学
生生活を送ることができるよう、アカデミックアドバイザー制度を通して学生支援を
行う。
　教育内容、教育方法、評価については以下のように定める。

（ 1）教育内容
（ １ - １ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  英語を主要な外国語とし、その実践的かつ高度な運用能力の基盤を築くための科

目を配置する。
（ １ - ２ ）コミュニケーション能力を修得するために
　◦  外国語運用能力拡充の基盤形成のために、英語以外の外国語科目として他言語の

科目を配置する。
　◦  グローバル社会で通用する対人コミュニケーション力の基礎を涵養するための科

目を配置する。併せて、コミュニケーションに関する専門的知識の修得とその実
践的応用を目的として、必修及び選択科目を配置する。

（ １ - ３ ）問題解決能力を修得するために
　◦  学士課程へのスムーズな移行のための初年次教育として、多様な入学者が自ら学

修計画を立て、主体的に問題点・課題点を発見する知的習慣の形成を可能にする
ための科目を配置する。

　◦  多角的に問題を解決する能力の基礎を身に付けるための科目を配置する。
　◦  現代社会における現象や問題を量的アプローチにより分析し、解決策を導くこと

ができる能力を陶冶するための科目を配置する。さらにこの能力を強化するため
の科目を設置する。

　◦  自ら問題・課題を発見し、解決する能力を高めるための必修及び選択科目を配置
する。

（ １ - ４ ）自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  日本語での自己表現力・情報発信力を高めるための科目を初年次に配置する。
　◦  日本の伝統・歴史・文化を表現・発信することを目指すための科目を配置する。
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　◦  国際社会や地域社会における観光の位置づけについて学修した知識や技能を表
現・発信するための科目を選択科目として配置する。

（ １ - ５ ）異文化理解とグローバル人材力を修得するために
　◦  グローバル社会において必要とされる幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認

識と適切な異文化理解を深めるための科目を配置する。
　◦  グローバル社会において観光がどのような役割を果たすことが求められているか

を理解するための必修及び選択科目を配置する。
（ １ - ６ ）社会的責任遂行能力を修得するために
　◦  地域社会の持続的な発展のために、他者と協調・協働しながら自分の能力を積極

的に役立てる力の修得を目指す科目を配置する。
　◦  予測不可能な将来を見据え自律的に行動し、学士課程修了後に社会的責任を遂行

するためのキャリア教育科目を配置する。
（ １ - ７ ）専門的な知識・技術・技能とその活用力を修得するために
　◦  異文化交流及び観光・ホスピタリティ分野に求められる基礎専門能力と、それら

をさらに発展させた専門能力を修得するため、専門分野の体系に基づき、必修科
目と選択科目を区別し、学年･学期別の科目配置を行う。

　◦  観光・ホスピタリティに関する基礎知識及び能力を修得するために、 １ 年次に必
修科目、 ２ 年次以降に専門選択科目を配置する。

　◦  主にホスピタリティビジネスにおいて求められる基礎知識と、その発展に寄与す
る専門知識と能力を修得するための科目を配置する。

　◦  主に社会における異文化交流の空間をマネジメントする上で求められる基礎知識
と、その発展に寄与する専門知識と能力を修得するための科目を配置する。

　◦  ウェルネスを志向する観光形態に関する専門知識を習得するための選択科目を配
置する。

（ 2）教育方法
（ ２ - １ ）グローバル社会での適応能力を修得するために
　◦  グローバル社会での適応能力を涵養するため、海外留学・研修・実習プログラム

を積極的に導入する。
（ ２ - ２ ）高い問題解決能力と自己表現力・情報発信力を修得するために
　◦  問題解決能力・自己表現力・情報発信力を修得できる能動的学修（アクティブラー

ニング）方法を取り入れた科目を積極的に導入する。
（ ２ - ３ ）社会的責任遂行能力の修得のために
　◦  グローバル社会と地域の双方を舞台にした活動体験・現場体験を通して適応能力

を涵養するため、フィールドワーク、インターンシップ、ボランティアなどのソー
シャルラーニング（社会学修）を積極的に導入する。

（ ２ - ４ ）高度な外国語運用能力を修得するために
　◦  外国語による専門的な知識・技術・技能の修得を図るために、CLIL （Content 
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and Language Integrated Learning）手法を積極的に導入する。

（ 3）成果の測定
（ ３ - １ ）各学期終了時に国際的な成績評価指標であるGPA（Grade Point Average）

で評価する。
（ ３ - ２ ）外国語の運用能力を高めるため、学年ごとに目標を設定し、その達成度を検

証するための共通テストを実施する。
（ ３ - ３ ）大学IRコンソーシアム「学生共通調査」及び学生アンケートによる自己評価

を用いて学士課程全体の成果を測定する。

注意事項について

⑴ 事務取扱時間について
　教務課の事務取扱時間は下記のとおりです。原則として時間外の取り扱いはできま
せん。

平日　 ９ :００ ～ １７:１５ 土曜　 ９ :００ ～ １３:００  ※日曜、休日は休業です

⑵ 教務課からの連絡について
　大学から学生への連絡は、掲示・UNIVERSAL PASSPORTによって行います。
掲示を見なかったために生じる不利益は学生本人の責任となります。

⑶ オリエンテーションについて
　学期のはじめに、科目の選択・登録・カリキュラムの内容等、学習活動の手引きと
なる各種ガイダンスが行われますので、必ず出席するようにしてください。

⑷ 問い合わせについて
　授業についての情報や履修に関する相談は、電話では受付できません。必要のある
ときは窓口にて質問してください。

⑸ 教員との連絡について
　①アカデミックアドバイザー・オフィスアワー
　　  　杏林大学専任の教員は学内に研究室があります。また、各学生には専任教員の

中からアカデミックアドバイザーが １ 名定められています。
　　  　アカデミックアドバイザーは、学生が学修に専念し、安定した学生生活を送る

ことができるよう、学生支援（修学支援、学生生活支援、進路支援等）を行って
おり、その指導を受ける機会としてオフィスアワーが設けられています。授業科
目の履修上の相談をはじめ、学習上の問題点や疑問、学生生活に関する相談には、
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このオフィスアワーを積極的に活用し、学生生活の充実を図ってください。
　　  　また、オフィスアワーの曜日と時間は「オフィスアワー一覧」で確認してくだ

さい。
　②兼任教員（非常勤教員）との連絡方法
　　  　非常勤講師については、原則として授業終了時に教室や非常勤講師控室（Ｄ棟

１ 階）にて質問を受け付けています。または、随時、電子メールで質問を受け付
ける対応を行っています（但し、その教員がメールアドレスを公開している場合
に限ります）。

⑹ その他
　下記については、別冊「HANDBOOK」の該当箇所を参照してください。
　①学籍番号、学生証
　②キャンパス内の諸施設の利用
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1 学期制

　本学部では学期制（セメスター制度）を採用しています。この学期制とは １ 年間を
単位とした通年授業による学年制とは異なり、半年を単位とする学期（セメスター）
ごとに授業が完結するものであり、春学期（春セメスター）と秋学期（秋セメスター）
の ２ つの学期に分かれます。
　成績評価は、学期ごとの学修に対して各学期末に与えられることになります。この
学期とは、高校までの １ 学期、 ２ 学期というものとは違い、それぞれが独立・完結し
たものであり、入学時は第 １ 学期、それから第 ２ ～ ８ 学期へと必要条件を満たせば
進級してゆくことになります。つまり学期制とは、卒業要件を満たしながら学期（セ
メスター）を積み重ねることによって卒業するというシステムのことです。

2 授業期間

　授業の開始日・終了日、試験期間などについては、「外国語学部学年暦」で確認し
てください。

3 授業時間 

１ 時限 ９ ：００ ～ １０：３０

２ 時限 １０：４０ ～ １２：１０

３ 時限 １３：００ ～ １４：３０

４ 時限 １４：４０ ～ １６：１０

5 時限 １６：２０ ～ １７：５０

６ 時限 １８：００ ～ １９：３０

4 授業の出席

　単位を修得するためには、原則として実授業回数の ３ 分の ２ 以上の出席が必要です。

※注意　このほかに、集中的に授業を行う「集
中講義科目」があります。

　　　　この場合の授業日時、教室については
掲示で別途連絡します

　　　　（授業時間割表では「集中講義」として
掲載してあります）。
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5 授業の欠席

　「学校感染症に罹患」｢ ７ 日以上におよぶ病気・ケガ｣ ｢忌引き｣ ｢交通機関の遅延｣
などでやむを得ず授業を欠席した場合は、その事由を明らかにする証明書を持参のう
え、欠席届を提出してください。
　これらに該当しない事由で欠席した場合は、担当教員に直接相談してください。
　なお、欠席届を提出した場合に、どの程度考慮されるかについては、担当教員によ
り異なるので、直接教員に確認してください。
　欠席届を提出する際は、以下の書類を添付してください。

欠席理由 添付する書類

学校感染症に罹患した場合 感染症罹患証明書、医師の診断書

病気、けがで登校不能な場合 医師の診断書

忌引、近親者が重病の場合 会葬礼状（コピー可）または保証人の連署押印した書類

電車・バスの遅延 遅延証明書

事故及び災害 事故・災害を証明する公的機関が発行した書類

注） １　感染症罹患証明書は大学指定の書式、又は医療機関が作成する書式のどちらでもよい。 
　　　　大学指定の書式は以下のURL又はQRコードからダウンロードすること。 
　　　　https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/center/health/kansen/rikan.pdf

２ 　「忌引、近親者が重病の場合」の対象となるのは、 ２親等以内の親族とする。
３　自家用車・バイクの通学は、すべて本人の責任において行うものとし、事故・ 

渋滞等の理由であっても救済の対象とはならない。
４　遅延による申請の場合は、当日または翌日に受け付ける。
５　授業への遅刻や欠席に関する教員への電話の取り次ぎは行わない。
６　科目により、その他の取り決めがある場合は、その指示を優先する。

6 休　　講 

　やむを得ず授業が休講となることがあります。その場合、原則として授業の休講は
UNIVERSAL PASSPORTで告知しますので、始業前に必ず確認してください。
　なお、休講の連絡がなく、授業開始時刻から３０分以上経過しても授業科目担当教員
が出講しない場合は、教務課で指示を受けてください。

7 補　　講

　補講は春学期と秋学期にそれぞれ設けられている補講日に原則として行いますが、
このほかにも特別に行う場合もあります。いずれの場合も掲示をしますので、日時や
教室を確かめて受講してください。
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8 悪天候や災害等による授業や試験の取り扱い

〈大学からの発表〉
　大学HPトップの「重要なお知らせ」に、休講や繰り下げ実施などの情報を掲載し
ますので必ずご確認ください。

判断要因と目安

　以下の要因により学生の登校に大きな支障がでると予想される場合は、休講や繰
り下げ実施などの判断をする。
1 　小田急バスの運休
　⃝午前 ６ 時時点で運行再開している→ １ 限から授業実施
　⃝午前 ９ 時時点で運行再開している→ ３ 限から授業実施
　⃝午前 ９ 時時点でまだ運行再開していない→その日は終日休講
2 　電車の運休
　中央線（東京・高尾間）、または京王線が不通の場合は、小田急バスの運行停止
の場合に準じて対応を決定する。
3 　気象警報などの発令
　三鷹市に特別警報・大雨警報・大雪警報・暴風雨警報のいずれか １ つが発令され
ている、又は発令が予想される場合等は状況に応じて対応を決定する。

遅延証明書

　公共交通機関の遅れの影響を受けた場合は、遅延証明書の取得し手続きを行って
ください。
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Ⅲ　単位と科目

1 単位制度

　大学では単位制が採用されています。単位制とは、各授業科目に一定の基準によっ
て定められた「単位」があり、各授業科目を所定の方法に従って履修し、試験などで
合格の評価を得た者に、その「単位」が与えられる制度のことです。

2 単位の計算方法

　「 １ 単位」の授業科目とは、杏林大学学則（第２５条）及び大学設置基準（第 ６ 章第
２１条第 ２ 項）において、「４５時間の学修を必要とする内容をもって構成し、授業によ
る教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮する」と定められています。これは、
大学における授業が、単に出席していればよいというものではなく、積極的に参加す
べきものであることを明記したものです。
　各授業科目の単位は、学則に則って定められています。その所定単位数については、
この履修案内の「授業科目」を参照してください。

3 配当セメスター

　授業科目にはそれぞれ配当セメスターが定められています。これは、各授業科目の
性質と内容を十分に理解して、それぞれの授業科目を段階的・系統的に学習するため
に履修できるセメスターの配当を定めているものです。なお、この履修案内には、「配
当セメ」の欄に履修可能な最初のセメスターが記されています。

　例） １ セメスター配当 … すべてのセメスターの学生が履修できます。
　　　 ３ セメスター配当 … ３ セメスター以上の学生が履修できます。

4 授業科目

　本学部の授業科目は、必修科目、選択科目、選択必修科目、自由科目の ４ つに分か
れています。

必 修 科 目 卒業するために必ず単位を修得しなければならない科目

選 択 科 目 必修科目以外の科目

選 択 必 修 科 目 選択科目のうち特定の科目の中から所定の単位を修得しなければな
らない科目

自 由 科 目 進級・卒業の単位に含まれない科目
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　必修科目については履修すべき学期次が、選択科目（選択必修科目を含む）につい
ては履修できる最初の学期次が、それぞれ指定されています。したがって、選択科目
については指定された学期次以上に在籍している学生であれば履修できます。

5 科目区分

　本学部の科目区分は、外国語科目、基盤教育科目、教養科目および専門科目に分か
れています。

外 国 語 科 目

外国語科目はＡ、Ｂに分かれ、英語をはじめとする外国語を学べま
す。Ａは １ セメスターから履修できる入門レベルの科目、Ｂは ３ セ
メスターから履修できる応用レベルの科目が配置されています。英
語、中国語、韓国語、ドイツ語、フランス語、スペイン語からなり、
各学科の必修外国語のほか、自分が学びたい言語を選択し履修する
ことができます。また、日本語を母語としない学生のため、日本語
科目も準備されています。

基 盤 教 育 科 目

基盤教育科目の多くは外国語学部の共通科目で、「学部・学科融合」
「データサイエンス」「グローバル」「地域社会」「キャリア」「日本
語教育」といった社会で活躍するために必要な知識の基盤を幅広く
学ぶための科目です。

教 養 科 目
教養科目は、すべて選択科目で、自分の興味・関心に合わせて １ セ
メスターから履修できる科目です。学びの幅を広げ、専門科目を学
ぶうえで必要な知識や考え方の基礎となる科目です。

専 門 科 目

専門科目は、学科別に履修し、専門性を高めていく科目です。 １ セ
メスターから体系的に履修でき、将来を見据えた科目の選択ができ
ます。

英語学科
高度な英語運用能力と広範な背景的知識を身に付ける科目と、「英
語学」「英語圏文学・文化」「異文化理解・コミュニケーション論」
を中心とした科目で構成されています。

中国語学科
高度な中国語運用能力を身に付ける科目と、「中国語学」「中国語圏
文化」「通訳・翻訳」を中心とした科目で構成されています。

観光交流文化学科
観光学の基礎科目、「ウェルネスツーリズム」、「ホスピタリティビ
ジネス」、「地域創造」を中心とした科目で構成されています。

6 科目ナンバリング

　科目ナンバリングとは、全ての科目にアルファベットと数字を用いたナンバーを付
け、授業科目の学修段階や順序等の体系性を明示し、学生がレベルや専門を勘案して
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授業科目を履修できることを目的とした制度です。
　外国語学部では英字コード ３ 桁と数字コード ４ 桁を組み合わせて、体系的に区分毎
の科目の割り振りをしています（シラバスまたは「Ⅸ 授業科目」を参照）。

英字コード 英字名称 内　　容

CHN CHINESE 中国語／中国語系専門／
中国語系専門関連科目

ENG ENGLISH 英語／英語系専門／英語系専門関連科目

FRN FRENCH フランス語

GER GERMAN ドイツ語

JPN JAPANESE 日本語／日本語専門／日本語専門関連科目  

KOR KOREAN 韓国語

SPN SPANISH スペイン語

GEH GENERAL 
HUMANITIES 人文・社会科学系科目  

GEN GENERAL 
（REQUIREMENTS）

必修専門科目／必修専門関連科目
※学科共通科目

GES GENERAL MATH AND 
SCIENCE 理数系科目  

TRM TOURISM 観光系科目 

数字コード 内　　容

１＊＊＊ 　 上 １桁 ｢ １ ｣　⇒　初級レベル

３ ＊＊＊ 　 上 １桁 ｢ ３ ｣　⇒　中級レベル

5 ＊＊＊ 　 上 １桁 ｢ ５ ｣　⇒　上級レベル

7 ＊＊＊ 上 １桁 ｢ ７ ｣　⇒　上級応用レベル

＊ ０＊＊ 上 ２桁　 　　⇒　科目分類番号

＊＊ ０ ０ 　 下 ２桁　 　　⇒　科目ごと個別番号

例）ＣＨＮ13０1

　　　　　　　　　　　　科目ごとの個別番号を表します。
　　　　　　　　　　　　科目の分類（ １外国語A、 ２外国語B、 ３基盤教育、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４教養、 ５専門）を表します。
　　　　　　　　　　　　科目の難易度（ １初級、３中級、５上級、７上級応用）を表します。
　　　　　　　　　　　　科目の種類（上記を参照）を表します。
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1 履修登録

⑴ 履修登録の制度
　各学期次において履修しようとする授業科目については、学期はじめの指定された
期日に、所定の方法で履修登録をしなければなりません。履修登録は、学期間の履修
計画を立てて、単位を取得する意思を表示する重要な手続きです。この手続きを間違
えると、授業科目の履修ができなくなり、その結果、進級ならびに卒業ができなくな
る場合もありますので、くれぐれも誤りのないように注意してください。
　①　 履修登録は、各学期において指定された期日に所定の方法に従って行ってくだ

さい。指定の期日に履修登録がなされなかった場合は、在学の意思がないものと
して扱われます。

　②　 履修登録がなされていない授業科目は、履修することができません。たとえ受
講したり試験を受けたりしても、採点の対象とならず、単位の認定も行われませ
ん。

　③　 前学期までに修得すべき必修科目のうち不合格のものがある場合は、当該学期
に、まず、その科目を再履修するよう、登録しなければなりません。

⑵ 履修単位数の上限
　①　 各学期に履修できる単位の上限は２２単位です（登録に当たっては、学習時間を

考慮し、２０単位を目安に登録することが望ましい）。
　②　 単位認定制度により認定を受けようとする科目は（前号の科目より）除きます。
　③　 前セメスターのGPAが３.５以上の学生は、申請により履修ができる単位の上限

を緩和し、２４単位まで履修登録を認めることがあります。

⑶ クラスの指定について
　①　 外国語科目など授業科目の性質から、適正人数（少人数）で行うためクラスが

指定される授業科目があります。時間割表にクラス指定がなされている授業科目
の履修については、原則として、指定されたクラス以外での履修は認められませ
ん。

　②　 所属クラスは、オリエンテーション時及び学期末に外国語学部が実施する「プ
レイスメントテスト」の結果に基づき編成されます。なお、指定されたクラスの
変更は原則として認められません。
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⑷ 再履修について
　① 　再履修とは、不合格になった科目を次学期以降に再び履修することをいいます。
　② 　不合格となった科目が必修科目の場合、再履修して単位を修得しなければなり

ません。
　③ 　時間割表にクラス指定がなされている授業科目の再履修については、指定され

た再履修用クラスで履修してください。再履修用クラスがない授業科目について
は、現在の指定されたクラスで履修してください（クラス指定がないセメスター
生は教務課に相談してください）。また、いずれの場合も、履修登録前に必ず授
業科目担当教員に許可を得てください。授業科目担当教員に無断で登録した場合、
履修登録が取り消されることがあります。

⑸ ゼミナールの履修について
　ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲは、大学での学習活動の仕上げとして位置づけられています。
他の授業科目とは、性質ならびに履修の方法が著しく異なるため、履修にあたっては
説明会へ出席してその主旨を十分に理解し、所定の手続きをしなければなりません。
説明会の開催は掲示により通知します。

⑹ 卒業論文・課題指導の履修について
　卒業論文・課題指導は、 ５ ～ ６ セメスターで進めてきた高度な専門学習を引き続
き行なうとともに、『卒業論文』を提出することが求められます。履修希望者はゼミナー
ルの授業科目担当教員に許可を得てください。また、当該科目は、 8 セメスターで履
修登録を行ってください。

2 履修登録の手続き

⑴ 履修方法
　①　 履修登録は、パソコンからＷＥＢ上で登録を行います。「ＷＥＢ履修登録　操

作説明書」を参照して指定される期日に履修登録を行います。
　② 　履修登録に先立ち、各自でしっかりとした年間の履修計画を立てることが必要

ですが、その場合、履修方法などについて疑問が生じたときは、アカデミックア
ドバイザー、教務委員または教務課に相談してください。

　③　 履修登録は、本人が行ってください。どうしても本人が指定の期日に登録でき
ない場合には、事前に教務課にその旨を届け出て、指示に従ってください。
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⑵ 履修登録の流れ

各学科ごとに行う。

各自の時間割を作成する。

① 時間割表記載の授業科目名・曜日時限・クラス名・授業科目担当教員名を確認。
クラスが指定されている科目は、それに従って履修してください。

②時間割の中の同一時限に複数の授業科目を履修するような登録はできません。
③ 前学期までにすでに単位を修得した授業科目については、たとえ授業科目担当教
員が異なっていても、再度履修することはできません。

④学期間に取得できる単位数の上限は、自由科目を除いて２２単位です。

登録期間内にコンピュータ室、自宅その他のパソコン
からWEB上で履修登録を行う。注）毎日深夜２：００ ～ 
２：３０は、システムメンテナンスにより利用停止となり
ます。また、利用したまま停止時間を迎えると確定し
ていない入力中のデータは失われます。

WEB上で各自の履修登録を必ず確認すること。
※履修登録期間であれば、自分の履修登録内容を確認する

ことができます。

登録された内容（「学生時間割表」）が表示されたら画面を必
ず印刷し、学期終了時まで大切に保管しておくようにしてく
ださい。
「履修者名簿」に記載されていない者は、出席しても履修者と
みなされないため、成績は一切つきません。

履修中止制度の申請期間で、対象科目に限り、履修を中止（登
録削除）することができます。
※ ３科目以上を削除する場合は、理由を確認します。

履修説明・ガイダンス

時間割の作成

履　修　登　録

追加／削除

履修登録確認

履修登録完了

履 修 中 止 
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⑶ 履修登録における注意
　履修登録期間は、各学期の授業開始日から １ 週間を目処に期間が設けられます。出
席を重視する授業では、初回から出欠を取りますので、時間割や掲示板を確認のうえ、
授業に出席すると同時に登録を行ってください。選択科目も同様の扱いとなりますの
で、UNIVERSAL PASSPORTに公表しているシラバスをよく確認のうえ、慎重に
科目を選んでください。
　履修登録を行わなかった場合は、進級・卒業に多大な影響を及ぼすので、登録忘れ
がないよう注意して下さい。
　登録期間の最終日に不測の事態（PCのトラブル）に見舞われ、登録を認められなかっ
たケースが過去にもあります。余裕をもって登録をして下さい。

3 履修中止制度

　履修中止制度は、授業に出席してみたものの、授業内容が自分の勉強したいものと
違っていた、授業のスピードについていけるだけの知識が不足していた、自分の履修
計画を見直した結果、履修科目数を減らしたい、といった理由で、単位の取得が難し
い場合に不合格評価によってＧＰＡが下がることを回避するために、登録した科目の
履修を取りやめる制度です。

　《中止ができない科目》
○必修科目は、中止できません。（選択必修科目は除く）
○一部の他学部との合同科目、他学部履修で登録した科目は、中止できません。
○教職課程科目、インターンシップ等の科目は、中止できません。
○その他、外国語学部が定める科目についても、中止できません。

　《履修中止制度の申請期間は、ガイダンスや掲示で周知します。》
　　春学期　令和 ７ 年 ４ 月３０日（水）～ ５ 月１０日（土）
　　秋学期　令和 ７ 年 １０月１０日（金）～ １０月１７日（金）

※原則、授業開始後、最初に ４ 回目の授業が実施される日の前日から起算して、 ７ 授
業実施日に期間が設けられます。

　《手続き方法》
○所定の申請書類を、教務課に提出して下さい。
〇中止する科目数に上限はありませんが、 ３ 科目以上放棄しようとした場合は、

理由を確認します。
〇履修中止をした科目の申請は、取り下げることはできません。
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Ⅴ　単位認定

1 単位認定制度について

⑴ 各制度の内容

学習の種類等 概　　要
認定される
単位の上限

入学前の既修得単
位等の認定

①既修得単位
本学入学前に他の大学、短期大学または専修学
校で修得した単位の認定

６２単位

他の大学における
授業科目の履修等

②外国の教育機関への留学（ ３ヶ月以上の留学） ※ １

合
計
６０
単
位

③外国の教育機関への留学（海外研修）
海外の協定校等に休暇期間中に短期間研修留学
し、所定のプログラムを修めたことによる単位
の認定

※ ２

④大学コンソーシアム八王子加盟大学間単位互換
大学コンソーシアム八王子における加盟大学間
単位互換制度による単位の認定

８単位

その他

⑤インターンシップ
企業などにおける実習・研修的な就業体験の成
果に対して行う単位認定

３単位

⑥アドバンストプレイスメント
高等学校、中等教育学校在学中に本学あるいは
他大学で修得した単位の認定

※ ３

（※ １、※ ２）留学先により異なります。
（※ ３）認定される単位の上限は②、③、④と合計し６０単位までになります。

⑵ 外国の教育機関への留学について
　①　原則として、本学に １ 年以上在籍した者が留学できます。
　②　留学の期間は ３ ヶ月以上でなければなりません。
　③　留学期間は通算 ２ 年を超えない範囲で延長を許可することがあります。
　④ 　帰国後、すみやかに（原則として １ ヶ月以内）単位認定に必要な書類を提出し

てください。
　⑤ 　留学によって得た単位全てが認定されるわけではありません。留学先との学事

暦の違いによって学修期間の空白が起こり、 ４ 年で卒業できない可能性もありま
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す。留学はリスクを伴う行動であることをよく認識してください。

⑶ 外国の教育機関への留学（海外研修）の履修について
　参加し成果が認められた場合に単位が認定されます。なお、履修登録は不要です。

⑷ 大学コンソーシアム八王子加盟大学間単位互換について
　八王子地域の「大学コンソーシアム八王子」に加盟する大学と単位互換協定を締結
しています。これにより、本学以外の大学で開講する所定の正規授業を、履修料等免
除で受講し単位を修得することができます。

⑸ インターンシップの履修について
　事前講義・事後講義への出席、実習先企業からの評価、レポートの提出・発表を総
合して、その成果が認められた場合に単位が認定されます。

⑹ アドバンストプレイスメントに関する単位認定について
　高等学校、中等教育学校等に在学中に本学あるいは他大学で履修し単位を付与され
た授業科目については本人からの申し出により単位認定をおこないます。ただし単位
の認定は入学後 １ 年以内に限られます。詳細は教務課窓口で確認してください。
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Ⅵ　試　験

1 試験の種類

　授業科目の単位の認定及びその成績は、平常点や平常試験、及び試験（定期試験、
追試験、再試験）の総合判定により評価します。

⑴ 平常点・平常試験
　①　平常点とは、授業などを通じて行われる学業成績評価の方法をいいます。
　②　平常試験とは、授業時間中などに随時実施される試験をいいます。

（注） 平常試験は追試験の対象となりません。やむを得ない事情により受けることがで
きなかった場合の措置は、授業科目担当教員の判断によりますので、各自で確認
してください。

⑵ 定期試験
　定期試験とは、学期末の指定期間に、特別の時間割のもとに実施される試験です（一
部の科目については、指定期間の約 １ 週間前に行う場合があります）。なお、授業科
目によっては、定期試験実施の代わりに、レポート提出を課す場合があります。

⑶ 追試験
　①　対象者
　　  　追試験とは、病気その他の正当な理由により試験を受けることができなかった

学生に対して、授業内試験、定期試験に代えて実施される試験です。
　②　対象科目
　　  　追試験については、該当する学生の受験願に基づき、対象となります。
　　  　科目の授業科目担当教員と教務委員会とが協議のうえ、教授会の承認を経て、

試験を実施する科目と学生が決定されます。
　③　手続き方法
　　  　追試験を希望する学生は、指定の期日までに教務課に「追試験願」に以下の書

類を添付し、提出しなければなりません。提出期間については、掲示板に掲示す
るので各自確認してください。
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追試験の手続き方法等

追試験申請理由 添付する書類

学校感染症に罹患した場合 感染症罹患証明書、医師の診断書

病気、けがで登校不能な場合 医師の診断書

忌引き、近親者が重病の場合 会葬礼状（コピー可）または保証人の連署押印した書類

電車・バスの遅延 遅延証明書

事故及び災害 事故・災害を証明する公的機関が発行した書類

注） １ 　感染症罹患証明書は大学指定の書式、又は医療機関が作成する書式のどちらでもよい。
　　　　大学指定の書式は以下のURL又はQRコードからダウンロードすること。
　　　　https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/center/health/kansen/rikan.pdf
　　 ２ 　「忌引き、近親者が重病の場合」の対象となるのは、２親等以内の親族とする。
　　 ３　   自転車の通学は、すべて本人の責任において行うものとし、事故等により 

定期試験が受験できなかったとしても、追試験の対象とはならない。
　　 ４　 上記の取り扱いは、授業時間中などに実施される試験（平常試験）は除き 

ます。
　　 ５　  追試験として受験が認められた科目が、再試験の対象科目となった場合は、 

再試験として受験するものとする。

⑷ 再試験
　再試験の受験は以下の条件のもと、教授会の承認を経て、受験が許可されます。
　①　対象者
　　ア　再試験は、第 ４ 学期及び最終学期（第 ８ 学期）においてのみ実施される。
　　イ　  進級及び卒業に不足する単位数が、 ６ 単位以内の場合にのみ、次に定める対
　　　象科目のうち、 ６ 単位を上限として実施される。
　②　対象科目
　　ア　当該科目の単位の修得により、進級または卒業が可能となるものに限られる。
　　イ　当該学期において履修し、不合格（D評価）の評価を得たものに限られる。
　③　手続き方法
　　  　第 ４ 学期から第 ５ 学期への進級保留者及び最終学期の卒業保留者は、春学期は

８ 月下旬、秋学期は ２ 月中旬頃に掲示にて発表されます。保留者となった者は、
下記のとおり手続きを行ってください。

　　（a）　  発表当日に行う保留者説明会に必ず出席すること（出席しないと再試験が
受験できない場合があります）。

　　（b）　  再試験の対象科目がある場合は、説明会での指示に従い速やかに申請を行
うこと。

　　　　　（注）学生証と受験料（ １科目　２,OOO円）が必要となります。
　　（c）　  再試験の日程・時間割・実施方法については、再試験期間の数日前に掲示

するので、各自掲示板で確認すること。
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2 試験に関する一般的な注意事項

⑴ 受験資格についての注意事項
　①　 学期のはじめに履修登録をした科目についてのみ、受験することができます。

また、追試験や再試験については、所定の受験願などの手続きをして、許可され
た場合にのみ、受験することができます。

　② 　実授業回数の ３分の ２以上の出席をしていない場合や、その他、授業科目ごとに
指定された条件を欠く場合には、その科目の試験を受験できないことがあります。

　③　 授業料その他の学納金を納めていない者は受験資格がありません。

⑵ 試験実施にあたっての注意事項
　①　 試験の時間割、科目ごとの実施方法、その他の注意事項は、原則として掲示に

より発表します。その他、平常の授業時間中などにも、しばしば小テストや試験
が実施されますので、授業時間中の指示にも注意してください。

　②　 定期試験の実施時間帯は、通常の授業時間帯と異なりますので注意してくださ
い。試験の実施日時を間違えると試験を受けることができず、追試験の対象にも
なりません。

⑶ 受験にあたっての注意事項
　① 　指定された試験場で受験してください。同一科目であっても、在学学期・学籍

番号によって、試験場が異なる場合がありますので注意してください。
　② 　試験場には学生証を必ず持参してください。学生証を持参しない者は受験でき

ません。学生証を忘れた場合には、「定期試験時の学生証事故届」を発行してもらっ
てください。ただし、「定期試験時の学生証事故届」は、試験当日を含め ４ 日以
内に教務課に学生証と共に提示し、照合を受けてください。前項の手続きを行わ
ない場合は、不正行為とみなされます。

　③　 受験にあたっては、授業科目担当教員や係員の指示に従わなければなりません。
　④　 試験開始後２０分を越えて遅刻した者は、受験することができません。
　⑤　 学籍番号・氏名をはじめ、答案用紙の所定の記入事項は、読み易く、丁寧に記

載してください。
　⑥ 　不正行為を行った者は、内規に従って厳重に処分されます。私語その他疑義を

まねくような態度も控えるよう注意してください。なお、試験にかわるレポート
の場合もこれを準用します。
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3 レポート提出に関する注意事項

　科目によっては、試験実施の代わりに、レポート提出を課す場合があります。授業
科目担当教員からレポート提出の指示があった場合は、次の事項に注意しなければな
りません。

（ １ ） 　提出するレポートには、各自表紙をつけ、その表紙には、科目名・授業科目担
当教員名、提出者の学籍番号・氏名、提出年月日を明記してください。

（ ２ ）　レポートは必ず綴じて提出してください。
（ ３ ） 　提出場所は、原則として、教務課レポートボックスとします。その旨を掲示し

ますので、指示に従ってください。
（ ４ ） 　一度提出したレポートについては、以後、内容の変更・訂正は認められません。

提出前に十分に注意してください。
（ ５ ） 　提出期限と指示された提出場所を厳守してください。これらに違反したレポー

トなどの提出物は、一切無効とします。
（ ６ ）　以下の場合は不正行為として処分される場合があります。
　　　◦参考にした文献の出典元の記載がない場合
　　　◦参考にした文献の文章を引用文であることを示さずに使用した場合
　　　◦ 担当教員からの指示や許可なく、生成AI等から出力された文章をそのまま使

用した場合
　　　◦他の学生が作成したレポートの文章や内容を使用した場合
　　　　※レポートの文章や内容を見せた学生も処分の対象となります。

（ ７ ）　その他、授業科目担当教員の指示に従ってください。
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1 成績評価・表記

　成績の評価及び表記は、次のとおりです。（総合判定を１００点とした場合の成績評価）

判　定 合　格 不合格 不 能 認 定 中 止

点　数
１００
～ ９０

８９
～ ８０

７９
～ ７０

６９
～ ６０

５９
～ ０

出席
不良等

成績通知書に
表記される評価

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｎ Ｗ

成績証明書に
表記される評価

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 表記されない Ｎ
表記さ
れない 

注） １ 「Ｄ」は上記点数のほか、定期試験を欠席した場合も含みます。
　　 ２「Ｎ」は単位認定制度により、認定を受けた授業科目について表記されます。
　　 ３「Ｗ」は履修中止制度により、履修を中止（登録削除）した授業科目について表記されます。
　　 ４「Ｅ」は原則として再試験は受験できません。

2 GPA制度について

　GPA（Grade Point Average）とは、国際社会で広く採用されている客観的な成
績評価基準です。GPAはいわゆる高等学校の評定平均値のように、学業成績を総合
的に判断する指標として利用されており、本学部では学生の個別指導や奨学金の給付・
貸与者の決定の際などの基礎資料に活用します。
　また、学生の皆さんはこのGPA値を、学修意欲の向上や、履修計画の見通しを立
てることに繋げるとともに、単位取得という学修の“量”だけでなく、その“質”の重要
性にも向き合ってください。
　GPA制度に関する詳しい内容は、外国語学部履修規程第 ５ 条の ２ を参照してくだ
さい。

◎成績に対する評点

点　数 合　格 不 合 格 認　定

成績評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｎ

評　　点 ４ ３ ２ １ ０ ―
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◎GPAの算出方法
　

GPA= 
{（各学期の評価を受けた科目のGP）×（当該科目の単位数）}の累計

　　　　　　　　　 （各学期配当の履修登録の単位数の合計）の累計
※各学期配当の履修登録の単位数の合計には、不合格（Ｄ、Ｅ）の単位数を含みます。

◎ 前学期のＧＰＡが３.5以上の場合は、履修登録単位の上限を緩和し、２４単位まで履
修が認められる場合があります。

◎GPAによる履修指導について
　前学期のGPAが１.３以下の場合は、アカデミックアドバイザーの指導により、履修
登録の上限数を定めることがあります。
　前学期のGPAが１.５以下の場合は、アカデミックアドバイザーの指導により、履修
計画を提出することになります。計画が認められないと履修登録ができませんので注
意してください。学期途中にアカデミックアドバイザーとの面談を行い、学修状況の
報告を行うこともあります。
　なお、GPAの数値が著しく低い場合は、進級、卒業に多大な影響を及ぼすことが
あり、退学を勧告する場合もありますので、注意してください。

3 成績通知

　成績は次のとおり通知されます。

学期 通知時期 通知方法 対象者

春学期 ９ 月上旬
UNIVERSAL PASSPORTより通知 学生本人・保証人

秋学期 ３ 月上旬

注） １　 成績は公開日から閲覧できます。公開日には教務課から通知しますので、内容を確認の
うえ、UNIVERSAL PASSPORTの「成績」タブでご確認ください。

　　 ２　 保証人のUNIVERSAL PASSPORTへのログイン方法については入学時に案内します。

4 成績評価の問い合わせについて

　自身の成績評価について、確固たる根拠がある場合のみ、当該科目の担当教員に質
問することができます。その際は、教務課にある申請用紙「成績評価に関する問い合
わせ」を提出してください。ただし、懇願的で救済措置を求める内容は、受け付けま
せん。
　なお、担当教員が質問の趣旨を明らかにするため、質問者に直接たずねる場合があ
ります。
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5 学期末日程について

　春学期は ６ 月下旬、秋学期は１２月下旬に「学期末日程」を掲示します。追試験申請
手続き締め切り、進級保留者・卒業保留者発表及び追・再試験申請等は各自の責任に
おいて、必ず掲示板で確認してください。
注）掲示の日程については変更になる場合があります。
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Ⅷ　卒業と進級

1 卒業の要件

　本学部を卒業して学士の称号を得るためには、 ４ 年間（ ８ 学期）以上在学し、所属
の学科ごとに定める単位（下記参照）を含めて、１２４単位以上を修得しなければなり
ません（学則第３９条第 ４ 項）。また、 ８ 年（１６学期）を超えて在学することはできま
せん（学則第１７条第 １ 項）。
　なお、必修となる授業科目、単位数その他の卒業要件は、入学時の規定が卒業まで
適用されますので、履修にあたっては十分に注意してください。

⑴ 学科別の必修科目及び選択必修科目の科目数並びに単位数

科目数・単位数

学　科

科　

目　

数

合　　計

外
国
語
科
目
Ａ

外
国
語
科
目
Ｂ

基
盤
教
育
科
目

教
養
科
目

専
門
科
目

合　
　
　

計

英語学科 ２１ ８ － １４ － ２２ ４４

中国語学科 ３８ ４ ４ １４ － ５４ ７６

観光交流文化学科 ２５ ８ ８ １８ － １６ ５０

　 ３ 学科共に所属学科の専門科目から必修科目及び選択必修科目の単位数を含む６６単位以上を選
択必修とする。また、選択必修科目「テーマで学ぶ現代社会Ⅰ～Ⅲ」より １ 科目 ２ 単位以上を選
択必修とする。
　英語学科では、選択必修科目「英語文法Ⅰ・Ⅱ」、「目的別英語演習Ⅰ～Ⅵ」より ２ 科目 ４ 単位
以上を選択必修とする。

⑵ 転・編入生の卒業要件について
　転・編入生は杏林大学に転・編入学時に、原則として６２単位の単位を認定されてい
ます。入学後、杏林大学を卒業するには、 ４ 学期間以上在籍し、６２単位以上を修得し
なければなりません。その単位の履修は以下のようになります。
　①第 ５ 学期以降の必修科目は履修しなければなりません。
　② 履修する学生の語学力によって、教務委員会が外国語科目の単位のとり方につい

て指導する場合があります。その場合は教務委員会の指示に従ってください。
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2 進級の条件

⑴ 通常の進級条件
　第 ５ 学期への進級に際して、卒業に必要な総単位数のうち、６２単位以上を修得して
いなければなりません。他の学期への進級には、 １ 単位以上を修得していることが必
要です。

⑵ 留学期（留セメスター）
　前項により進級の認定がなされなかった学生は留学期（留セメスター）とし、原級
に留めるものとします。

⑶ 進級できなかった場合の科目履修
　留学期（留セメスター）の学生は、当該学期次の未取得科目を履修しなければなり
ません。また、そのほか、授業科目担当教員及び教務委員会が協議のうえ、次の配当
学期の科目の履修を認める場合があります。
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Ⅸ　授業科目

英語学科

1 外国語科目A

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語Ⅰ １ ２ ENG１１０１
英語Ⅱ １ ２ ENG１１０２
英語Ⅲ １ ２ ENG１１０３
英語Ⅳ １ ２ ENG１１０４
実用英語演習Ⅰ １ ２ ENG１１０５
実用英語演習Ⅱ １ ２ ENG１１０６
中国語Ⅰ １ ２ CHN１１０１
中国語Ⅱ １ ２ CHN１１０２
韓国語Ⅰ １ ２ KOR１１０１
韓国語Ⅱ １ ２ KOR１１０２
ドイツ語Ⅰ １ ２ GER１１０１
ドイツ語Ⅱ １ ２ GER１１０２
フランス語Ⅰ １ ２ FRN１１０１
フランス語Ⅱ １ ２ FRN１１０２
スペイン語Ⅰ １ ２ SPN１１０１
スペイン語Ⅱ １ ２ SPN１１０２
日本語Ⅰ １ ２ JPN１１０１
日本語Ⅱ １ ２ JPN１１０２
日本語Ⅲ １ ２ JPN１１０３
日本語Ⅳ １ ２ JPN１１０４
日本語Ⅴ １ ２ JPN１１０５
日本語Ⅵ １ ２ JPN１１０６
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2 外国語科目B

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語特別演習Ⅰ ３ ２ ENG３２０７
英語特別演習Ⅱ ３ ２ ENG３２０８
中国語Ⅲ ３ ２ CHN３２０１
中国語Ⅳ ３ ２ CHN３２０２
中国語特別演習Ⅰ ３ ２ CHN３２０３
中国語特別演習Ⅱ ３ ２ CHN３２０４
中国語特別演習Ⅲ ３ ２ CHN３２０５
中国語特別演習Ⅳ ３ ２ CHN３２０６
韓国語Ⅲ ３ ２ KOR３２０１
韓国語Ⅳ ３ ２ KOR３２０２
実用韓国語 ５ ２ KOR５２０１
ドイツ語Ⅲ ３ ２ GER３２０１
ドイツ語Ⅳ ３ ２ GER３２０２
フランス語Ⅲ ３ ２ FRN３２０１
フランス語Ⅳ ３ ２ FRN３２０２
スペイン語Ⅲ ３ ２ SPN３２０１
スペイン語Ⅳ ３ ２ SPN３２０２



50

Ｐ
50

3 基盤教育科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

大学入門 １ ２ GEN１３０１ 基本科目
アカデミックライティング １ ２ GEN１３０２
コミュニケーション概論 １ ２ GEH１３０１
テーマで学ぶ現代社会Ⅰ １ ２ 選択必修

２単位
以上

GEH１３０２ 融合科目
テーマで学ぶ現代社会Ⅱ １ ２ GEH１３０３
テーマで学ぶ現代社会Ⅲ １ ２ GEH１３０４
サービスラーニングⅠ ３ ２ GEH３３０１
サービスラーニングⅡ ３ ２ GEH３３０２
データサイエンス １ ２ GES１３０１ データサイエ

ンス科目データリテラシー １ ２ GES１３０２
統計学 ３ ２ GES３３０１
情報処理 １ ２ GES１３０３
異文化コミュニケーション １ ２ GEH１３０５ グローバル・

地域・社会・
異文化理解科
目

地域圏研究Ⅰ １ ２ GEH１３０６
地域圏研究Ⅱ １ ２ GEH１３０７
地域圏研究Ⅲ １ ２ GEH１３０８
ダイバーシティ論 １ ２ GEH１３０９
フィールドスタディⅠ １ ２ GEH１３１０
フィールドスタディⅡ １ ２ GEH１３１１
フィールドスタディⅢ １ ２ GEH１３１２
フィールドスタディⅣ １ ２ GEH１３１３
キャリアデザインⅠ ３ ２ GEN３３０１ キャリアディ

ベロップメン
ト科目

キャリアデザインⅡ ３ ２ GEN３３０２
キャリアデザインⅢ ５ ２ GEN５３０１
キャリアデザインⅣ ５ ２ GEN５３０２
インターンシップⅠ ３ ２ GEH３３０４
インターンシップⅡ ３ ２ GEH３３０５
インターンシップⅢ ５ ２ GEH５３０１
日本語学概論 １ ２ JPN１３０１ 日本語教師養

成科目日本語学特論Ⅰ １ ２ JPN１３０２
日本語学特論Ⅱ １ ２ JPN１３０３
日本語学特論Ⅲ １ ２ JPN１３０４
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授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

日本語教育学概論 １ ２ JPN１３０５ 日本語教師養
成科目日本語教育実習Ⅰ ３ ２ JPN３３０１

日本語教育実習Ⅱ ３ ２ JPN３３０２
日本語教育実習Ⅲ ３ ２ JPN３３０３
日本語教育学特論Ⅰ ３ ２ JPN３３０４
日本語教育学特論Ⅱ ３ ２ JPN３３０５
日本語教育学特論Ⅲ ３ ２ JPN３３０６
日本文化演習 １ ２ JPN１３０６
海外語学実習Ⅰ １ １ GEH１３１４ 海外フィール

ド科目海外語学実習Ⅱ １ １ GEH１３１５
海外語学実習Ⅲ １ １ GEH１３１６
海外語学実習Ⅳ １ １ GEH１３１７
国内語学実習Ⅰ １ １ GEH１３１８
国内語学実習Ⅱ １ １ GEH１３１９
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4 教養科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

文学 １ ２ GEH１４０１
社会学 １ ２ GEH１４０２
地理学 １ ２ GEH１４０３
経営学 １ ２ GEH１４０４
哲学 １ ２ GEH１４０５
倫理学 １ ２ GEH１４０６
心理学 １ ２ GEH１４０７
ホスピタリティ・
コミュニケーション １ ２ GEH１４０８

歴史学 １ ２ GEH１４０９
日本国憲法 １ ２ GEH１４１０
健康と体育 １ ２ GEH１４１１
社会と大学Ⅰ １ ２ GEH１４１２
社会と大学Ⅱ １ ２ GEH１４１３
社会と大学Ⅲ １ ２ GEH１４１４
保健・医療の現状と未来Ⅰ １ ２ GEH１４１５
保健・医療の現状と未来Ⅱ １ ２ GEH１４１６
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5 専門科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語の世界 １ ２

選
択
必
修
６６
単
位
以
上
（
※
）

ENG１５０１ 専門基盤科目
コミュニケーションと人間 １ ２ ENG１５０２
英語文法Ⅰ １ ２

選
択
必
修
４
単
位
以
上

ENG１５０３ 発展英語科目
英語文法Ⅱ １ ２ ENG１５０４
目的別英語演習Ⅰ １ ２ ENG１５０５
目的別英語演習Ⅱ １ ２ ENG１５０６
目的別英語演習Ⅲ １ ２ ENG１５０７
目的別英語演習Ⅳ １ ２ ENG１５０８
目的別英語演習Ⅴ １ ２ ENG１５０９
目的別英語演習Ⅵ １ ２ ENG１５１０
目的別英語演習・上級Ⅰ ３ ２ ENG３５０１
目的別英語演習・上級Ⅱ ３ ２ ENG３５０２
目的別英語演習・上級Ⅲ ３ ２ ENG３５０３
目的別英語演習・上級Ⅳ ３ ２ ENG３５０４
英語文献講読Ⅰ ３ ２ ENG３５０５ 専門英語科目
英語文献講読Ⅱ ３ ２ ENG３５０６
英語発音聴取 ３ ２ ENG３５０８
英語翻訳論 ５ ２ ENG５５０１
英語翻訳演習 ５ ２ ENG５５０２
Writing Strategies ５ ２ ENG５５０３
Communication Strategies ５ ２ ENG５５０４
Integrated EnglishⅠ ５ ２ ENG５５０５
Integrated EnglishⅡ ５ ２ ENG５５０６
英語音声学 ３ ２ ENG３５０７ 英語学科目
英語学演習Ⅰ ３ ２ ENG３５０９
英語学演習Ⅱ ３ ２ ENG３５１０
英語学演習Ⅲ ３ ２ ENG３５１１
英語学演習Ⅳ ３ ２ ENG３５１２
英語学演習Ⅴ ３ ２ ENG３５１３
英語学特論Ⅰ ３ ２ ENG３５１４
英語学特論Ⅱ ３ ２ ENG３５１５
英語学特論Ⅲ ３ ２ ENG３５１６
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授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語学特論Ⅳ ３ ２

選
択
必
修
６６
単
位
以
上
（
※
）

ENG３５１７ 英語学科目
英語学特論Ⅴ ３ ２ ENG３５１８
表象文化論Ⅰ ３ ２ ENG３５１９ 英語圏文学･

文化科目表象文化論Ⅱ ３ ２ ENG３５２０
英文学特論Ⅰ ５ ２ ENG５５０７
英文学特論Ⅱ ５ ２ ENG５５０８
米文学特論Ⅰ ５ ２ ENG５５０９
米文学特論Ⅱ ５ ２ ENG５５１０
英語文学 １ ２ ENG１５１１
異文化コミュニケーション特論 ３ ２ ENG３５２１ 異文化

コミュニケー
ション科目

異文化交流 ３ ２ ENG３５２２
西洋的思考と哲学 ３ ２ ENG３５２３
Global IssuesⅠ ３ ２ ENG３５２４
Global IssuesⅡ ３ ２ ENG３５２５
社会言語学 ３ ２ ENG３５２６ 応用言語学
認知言語学 ３ ２ ENG３５２７
英語教育論Ⅰ ３ ２ ENG３５２８
英語教育論Ⅱ ３ ２ ENG３５２９
英語科教育法Ⅰ ５ ２ ENG５５１１
英語科教育法Ⅱ ５ ２ ENG５５１２
ゼミナールⅠ ５ ２ GEN５３０３ 発展研究科目
ゼミナールⅡ ５ ２ GEN５３０４
ゼミナールⅢ ７ ２ GEN７５０１
卒業論文・課題指導 ７・８ ４ GEN７５０２

※所属学科の専門科目から６６単位以上を選択必修。
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授
業
科
目

6 関連科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

他学部の設置科目
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中国語学科

1 外国語科目Ａ

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語Ⅰ １ ２ ENG１１０１
英語Ⅱ １ ２ ENG１１０２
実用英語演習Ⅰ １ ２ ENG１１０５
実用英語演習Ⅱ １ ２ ENG１１０６
韓国語Ⅰ １ ２ KOR１１０１
韓国語Ⅱ １ ２ KOR１１０２
ドイツ語Ⅰ １ ２ GER１１０１
ドイツ語Ⅱ １ ２ GER１１０２
フランス語Ⅰ １ ２ FRN１１０１
フランス語Ⅱ １ ２ FRN１１０２
スペイン語Ⅰ １ ２ SPN１１０１
スペイン語Ⅱ １ ２ SPN１１０２
日本語Ⅰ １ ２ JPN１１０１
日本語Ⅱ １ ２ JPN１１０２
日本語Ⅲ １ ２ JPN１１０３
日本語Ⅳ １ ２ JPN１１０４
日本語Ⅴ １ ２ JPN１１０５
日本語Ⅵ １ ２ JPN１１０６
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授
業
科
目

2 外国語科目Ｂ

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語コミュニケーションⅠ ３ ２ ENG３２０１
英語コミュニケーションⅡ ３ ２ ENG３２０２
英語特別演習Ⅰ ３ ２ ENG３２０７
英語特別演習Ⅱ ３ ２ ENG３２０８
中国語特別演習Ⅰ ３ ２ CHN３２０３
中国語特別演習Ⅱ ３ ２ CHN３２０４
中国語特別演習Ⅲ ３ ２ CHN３２０５
中国語特別演習Ⅳ ３ ２ CHN３２０６
韓国語Ⅲ ３ ２ KOR３２０１
韓国語Ⅳ ３ ２ KOR３２０２
実用韓国語 ５ ２ KOR５２０１
ドイツ語Ⅲ ３ ２ GER３２０１
ドイツ語Ⅳ ３ ２ GER３２０２
フランス語Ⅲ ３ ２ FRN３２０１
フランス語Ⅳ ３ ２ FRN３２０２
スペイン語Ⅲ ３ ２ SPN３２０１
スペイン語Ⅳ ３ ２ SPN３２０２
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3 基盤教育科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

大学入門 １ ２ GEN１３０１ 基本科目
アカデミックライティング １ ２ GEN１３０２
コミュニケーション概論 １ ２ GEH１３０１
テーマで学ぶ現代社会Ⅰ １ ２ 選択必修

２単位
以上

GEH１３０２ 融合科目
テーマで学ぶ現代社会Ⅱ １ ２ GEH１３０３
テーマで学ぶ現代社会Ⅲ １ ２ GEH１３０４
サービスラーニングⅠ ３ ２ GEH３３０１
サービスラーニングⅡ ３ ２ GEH３３０２
データサイエンス １ ２ GES１３０１ データサイエ

ンス科目データリテラシー １ ２ GES１３０２
統計学 ３ ２ GES３３０１
情報処理 １ ２ GES１３０３
異文化コミュニケーション １ ２ GEH１３０５ グローバル・

地域・社会・
異文化理解科
目

地域圏研究Ⅰ １ ２ GEH１３０６
地域圏研究Ⅱ １ ２ GEH１３０７
地域圏研究Ⅲ １ ２ GEH１３０８
ダイバーシティ論 １ ２ GEH１３０９
フィールドスタディⅠ １ ２ GEH１３１０
フィールドスタディⅡ １ ２ GEH１３１１
フィールドスタディⅢ １ ２ GEH１３１２
フィールドスタディⅣ １ ２ GEH１３１３
キャリアデザインⅠ ３ ２ GEN３３０１ キャリアディ

ベロップメン
ト科目

キャリアデザインⅡ ３ ２ GEN３３０２
キャリアデザインⅢ ５ ２ GEN５３０１
キャリアデザインⅣ ５ ２ GEN５３０２
インターンシップⅠ ３ ２ GEH３３０４
インターンシップⅡ ３ ２ GEH３３０５
インターンシップⅢ ５ ２ GEH５３０１
日本語学概論 １ ２ JPN１３０１ 日本語教師養

成科目日本語学特論Ⅰ １ ２ JPN１３０２
日本語学特論Ⅱ １ ２ JPN１３０３
日本語学特論Ⅲ １ ２ JPN１３０４



58 59

Ⅸ　

 

授
業
科
目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

日本語教育学概論 １ ２ JPN１３０５ 日本語教師養
成科目日本語教育実習Ⅰ ３ ２ JPN３３０１

日本語教育実習Ⅱ ３ ２ JPN３３０２
日本語教育実習Ⅲ ３ ２ JPN３３０３
日本語教育学特論Ⅰ ３ ２ JPN３３０４
日本語教育学特論Ⅱ ３ ２ JPN３３０５
日本語教育学特論Ⅲ ３ ２ JPN３３０６
日本文化演習 １ ２ JPN１３０６
海外語学実習Ⅰ １ １ GEH１３１４ 海外フィール

ド科目海外語学実習Ⅱ １ １ GEH１３１５
海外語学実習Ⅲ １ １ GEH１３１６
海外語学実習Ⅳ １ １ GEH１３１７
国内語学実習Ⅰ １ １ GEH１３１８
国内語学実習Ⅱ １ １ GEH１３１９
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4 教養科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

文学 １ ２ GEH１４０１
社会学 １ ２ GEH１４０２
地理学 １ ２ GEH１４０３
経営学 １ ２ GEH１４０４
哲学 １ ２ GEH１４０５
倫理学 １ ２ GEH１４０６
心理学 １ ２ GEH１４０７
ホスピタリティ・
コミュニケーション １ ２ GEH１４０８

歴史学 １ ２ GEH１４０９
日本国憲法 １ ２ GEH１４１０
健康と体育 １ ２ GEH１４１１
社会と大学Ⅰ １ ２ GEH１４１２
社会と大学Ⅱ １ ２ GEH１４１３
社会と大学Ⅲ １ ２ GEH１４１４

保健・医療の現状と未来Ⅰ １ ２ GEH１４１５

保健・医療の現状と未来Ⅱ １ ２ GEH１４１６
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授
業
科
目

5 専門科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

インテンシブ中国語Ⅰ １ ２

選択必修
６６単位
以上
（※）

CHN１５０１ 中国語
基礎科目インテンシブ中国語Ⅱ １ ２ CHN１５０２

インテンシブ中国語Ⅲ １ ２ CHN１５０３
インテンシブ中国語Ⅳ １ ２ CHN１５０４
インテンシブ中国語Ⅴ １ ２ CHN１５０５
インテンシブ中国語Ⅵ １ ２ CHN１５０６
インテンシブ中国語Ⅶ １ ２ CHN１５０７
インテンシブ中国語Ⅷ １ ２ CHN１５０８
インテンシブ中国語Ⅸ ３ ２ CHN３５０１
インテンシブ中国語Ⅹ ３ ２ CHN３５０２
インテンシブ中国語Ⅺ ３ ２ CHN３５０３
インテンシブ中国語Ⅻ ３ ２ CHN３５０４
インテンシブ中国語ⅩⅢⅩⅢ ３ ２ CHN３５０５
インテンシブ中国語ⅩⅣⅩⅣ ３ ２ CHN３５０６
インテンシブ中国語ⅩⅤⅩⅤ ３ ２ CHN３５０７
インテンシブ中国語ⅩⅥⅩⅥ ３ ２ CHN３５０８
中国語発音矯正Ⅰ １ ２ CHN１５０９
中国語発音矯正Ⅱ １ ２ CHN１５１０
中国語学概論 ３ ２ CHN３５０９ 地域圏

研究科目中国語の文法 ３ ２ CHN３５１０
中国語の音声 ５ ２ CHN５５０１
デジタル時代の中国語 ５ ２ CHN５５０２
地域研究入門 １ ２ CHN１５１１
中国の地誌 １ ２ CHN１５１２
中国語圏研究 ３ ２ CHN３５１１
韓国語圏研究 ３ ２ CHN３５１２
韓国の文学・文化 ３ ２ CHN３５１３
中国文学史Ⅰ ３ ２ CHN３５１４
中国文学史Ⅱ ３ ２ CHN３５１５
日中比較文化論Ⅰ ３ ２ CHN３５１６
日中比較文化論Ⅱ ３ ２ CHN３５１７
アジア政治論 ５ ２ CHN５５０３
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授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

アジア経済論 ５ ２

選択必修
６６単位
以上
（※）

CHN５５０４ 地域圏
研究科目中国の政治・経済 ５ ２ CHN５５０５

中国の思想 ３ ２ CHN３５１８
中国の歴史 ３ ２ CHN３５１９
近代中国と日本Ⅰ ５ ２ CHN５５０６
近代中国と日本Ⅱ ５ ２ CHN５５０７
中国語プレゼンテーション ５ ２ CHN５５０８ 中国語

発展科目中国語ビジネス
コミュニケーション演習Ⅰ ５ ２ CHN５５０９

中国語ビジネス
コミュニケーション演習Ⅱ ５ ２ CHN５５１０

中国語演習Ⅰ ５ ２ CHN５５１１
中国語演習Ⅱ ５ ２ CHN５５１２
中国語演習Ⅲ ５ ２ CHN５５１３
中国語演習Ⅳ ５ ２ CHN５５１４
中国語通訳法Ⅰ ５ ２ CHN５５１５
中国語通訳法Ⅱ ５ ２ CHN５５１６
中国語翻訳法Ⅰ ５ ２ CHN５５１７
中国語翻訳法Ⅱ ５ ２ CHN５５１８
中日通訳・翻訳Ⅰ ５ ２ CHN５５１９
中日通訳・翻訳Ⅱ ５ ２ CHN５５２０
日中通訳・翻訳Ⅰ ５ ２ CHN５５２１
日中通訳・翻訳Ⅱ ５ ２ CHN５５２２
ゼミナールⅠ ５ ２ GEN５３０３ 発展研究科目
ゼミナールⅡ ５ ２ GEN５３０４
ゼミナールⅢ ７ ２ GEN７５０１
卒業論文・課題指導 ７・８ ４ GEN７５０２

※所属学科の専門科目から６６単位以上を選択必修。

6 関連科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

他学部の設置科目
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授
業
科
目

観光交流文化学科

1 外国語科目A

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語Ⅰ １ ２ ENG１１０１
英語Ⅱ １ ２ ENG１１０２
英語Ⅲ １ ２ ENG１１０３
英語Ⅳ １ ２ ENG１１０４
実用英語演習Ⅰ １ ２ ENG１１０５
実用英語演習Ⅱ １ ２ ENG１１０６
中国語Ⅰ １ ２ CHN１１０１
中国語Ⅱ １ ２ CHN１１０２
韓国語Ⅰ １ ２ KOR１１０１
韓国語Ⅱ １ ２ KOR１１０２
ドイツ語Ⅰ １ ２ GER１１０１
ドイツ語Ⅱ １ ２ GER１１０２
フランス語Ⅰ １ ２ FRN１１０１
フランス語Ⅱ １ ２ FRN１１０２
スペイン語Ⅰ １ ２ SPN１１０１
スペイン語Ⅱ １ ２ SPN１１０２
日本語Ⅰ １ ２ JPN１１０１
日本語Ⅱ １ ２ JPN１１０２
日本語Ⅲ １ ２ JPN１１０３
日本語Ⅳ １ ２ JPN１１０４
日本語Ⅴ １ ２ JPN１１０５
日本語Ⅵ １ ２ JPN１１０６
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2 外国語科目B

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

英語Ⅴ ３ ２ ENG３２０３
英語Ⅵ ３ ２ ENG３２０４
英語Ⅶ ３ ２ ENG３２０５
英語Ⅷ ３ ２ ENG３２０６
英語特別演習Ⅰ ３ ２ ENG３２０７
英語特別演習Ⅱ ３ ２ ENG３２０８
中国語Ⅲ ３ ２ CHN３２０１
中国語Ⅳ ３ ２ CHN３２０２
中国語特別演習Ⅰ ３ ２ CHN３２０３
中国語特別演習Ⅱ ３ ２ CHN３２０４
中国語特別演習Ⅲ ３ ２ CHN３２０５
中国語特別演習Ⅳ ３ ２ CHN３２０６
韓国語Ⅲ ３ ２ KOR３２０１
韓国語Ⅳ ３ ２ KOR３２０２
実用韓国語 ５ ２ KOR５２０１
ドイツ語Ⅲ ３ ２ GER３２０１
ドイツ語Ⅳ ３ ２ GER３２０２
フランス語Ⅲ ３ ２ FRN３２０１
フランス語Ⅳ ３ ２ FRN３２０２
スペイン語Ⅲ ３ ２ SPN３２０１
スペイン語Ⅳ ３ ２ SPN３２０２
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授
業
科
目

3 基盤教育科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

大学入門 １ ２ GEN１３０１ 基本科目
アカデミックライティング １ ２ GEN１３０２
コミュニケーション概論 １ ２ GEH１３０１
テーマで学ぶ現代社会Ⅰ １ ２ 選択必修

２単位
以上

GEH１３０２ 融合科目
テーマで学ぶ現代社会Ⅱ １ ２ GEH１３０３
テーマで学ぶ現代社会Ⅲ １ ２ GEH１３０４
サービスラーニングⅠ ３ ２ GEH３３０１
サービスラーニングⅡ ３ ２ GEH３３０２
データサイエンス １ ２ GES１３０１ データサイエ

ンス科目データリテラシー １ ２ GES１３０２
統計学 ３ ２ GES３３０１
情報処理 １ ２ GES１３０３
異文化コミュニケーション １ ２ GEH１３０５ グローバル・

地域・社会・
異文化理解科
目

地域圏研究Ⅰ １ ２ GEH１３０６
地域圏研究Ⅱ １ ２ GEH１３０７
地域圏研究Ⅲ １ ２ GEH１３０８
ダイバーシティ論 １ ２ GEH１３０９
フィールドスタディⅠ １ ２ GEH１３１０
フィールドスタディⅡ １ ２ GEH１３１１
フィールドスタディⅢ １ ２ GEH１３１２
フィールドスタディⅣ １ ２ GEH１３１３
キャリアディベロップメントⅠ １ ２ GEN１３０３ キャリアディ

ベロップメン
ト科目

キャリアディベロップメントⅡ ３ ２ GEH３３０３
キャリアデザインⅢ ５ ２ GEN５３０１
キャリアデザインⅣ ５ ２ GEN５３０２
インターンシップⅠ ３ ２ GEH３３０４
日本語学概論 １ ２ JPN１３０１ 日本語教師養

成科目日本語学特論Ⅰ １ ２ JPN１３０２
日本語学特論Ⅱ １ ２ JPN１３０３
日本語学特論Ⅲ １ ２ JPN１３０４
日本語教育学概論 １ ２ JPN１３０５
日本語教育実習Ⅰ ３ ２ JPN３３０１
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授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

日本語教育実習Ⅱ ３ ２ JPN３３０２ 日本語教師養
成科目日本語教育実習Ⅲ ３ ２ JPN３３０３

日本語教育学特論Ⅰ ３ ２ JPN３３０４
日本語教育学特論Ⅱ ３ ２ JPN３３０５
日本語教育学特論Ⅲ ３ ２ JPN３３０６
日本文化演習 １ ２ JPN１３０６
海外語学実習Ⅰ １ １ GEH１３１４ 海外フィール

ド科目海外語学実習Ⅱ １ １ GEH１３１５
海外語学実習Ⅲ １ １ GEH１３１６
海外語学実習Ⅳ １ １ GEH１３１７
国内語学実習Ⅰ １ １ GEH１３１８
国内語学実習Ⅱ １ １ GEH１３１９
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授
業
科
目

4 教養科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

文学 １ ２ GEH１４０１
社会学 １ ２ GEH１４０２
地理学 １ ２ GEH１４０３
経営学 １ ２ GEH１４０４
哲学 １ ２ GEH１４０５
倫理学 １ ２ GEH１４０６
心理学 １ ２ GEH１４０７
ホスピタリティ・
コミュニケーション １ ２ GEH１４０８

歴史学 １ ２ GEH１４０９
日本国憲法 １ ２ GEH１４１０
健康と体育 １ ２ GEH１４１１
社会と大学Ⅰ １ ２ GEH１４１２
社会と大学Ⅱ １ ２ GEH１４１３
社会と大学Ⅲ １ ２ GEH１４１４
保健・医療の現状と未来Ⅰ １ ２ GEH１４１５
保健・医療の現状と未来Ⅱ １ ２ GEH１４１６
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5 専門科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

ホスピタリティ入門 １ ２

選択必修
６６単位
以上
（※）

TRM１５０１ 観光基礎科目
観光学入門 １ ２ TRM１５０２
現代社会と観光ホスピタリティ １ ２ TRM１５０３
観光基礎演習 ３ ２ TRM３５０１
観光調査法 ３ ２ TRM３５０２
交流文化論 ３ ２ TRM３５０３
観光心理学 ３ ２ TRM３５０４
観光地理学 ３ ２ TRM３５０５
観光政策論 ３ ２ TRM３５０６
観光マーケティング論 ３ ２ TRM３５０７
人的資源管理論 ３ ２ TRM３５０８
ファシリテーション実習 ３ ２ TRM３５０９
ホスピタリティ財務会計論 ３ ２ TRM３５１０
観光リスクマネジメント論 ３ ２ TRM３５１１
観光メディア論 ３ ２ TRM３５１２
観光資源論Ⅰ ３ ２ TRM３５１３
観光資源論Ⅱ ３ ２ TRM３５１４
観光コンテンツデザイン実習 ５ ２ TRM５５０１
Tourism EnglishⅠ ５ ２ TRM５５０２
Tourism EnglishⅡ ５ ２ TRM５５０３
観光実用英語インテンシブⅠ ５ ２ TRM５５０４
観光実用英語インテンシブⅡ ５ ２ TRM５５０５
健康科学の基礎 １ ２ TRM１５０４ ウェルネス

ツーリズム
科目群

ウェルネスツーリズム論 ３ ２ TRM３５１５
温泉観光学 ３ ２ TRM３５１６
観光衛生論 ３ ２ TRM３５１７
福祉観光論 ３ ２ TRM３５１８
観光手話Ⅰ ３ ２ TRM３５１９
観光手話Ⅱ ３ ２ TRM３５２０
ウェルネスツーリズム実習 ５ ２ TRM５５０６
温泉療養学 ５ ２ TRM５５０７
旅行医学概論 ５ ２ TRM５５０８
疾病地域論 ５ ２ TRM５５０９

※所属学科の専門科目から６６単位以上を選択必修。
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授
業
科
目

6 関連科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

他学部の設置科目

授業科目
配
当
セ
メ

単位数
選択必修 科　目

ナンバリング 備　　考
必修 選択

観光交通論 ３ ２

選択必修
６６単位
以上
（※）

TRM３５２１ ホスピタリ
ティビジネス
プログラム
科目

航空産業論 ３ ２ TRM３５２２
航空サービス論 ３ ２ TRM３５２３
ホテルオペレーション ３ ２ TRM３５２４
宿泊産業論 ３ ２ TRM３５２５
フードビジネス論 ３ ２ TRM３５２６
旅行産業論 ３ ２ TRM３５２７
ホスピタリティ・
ビジネスインターンシップ ３ ２ TRM３５２８

ホスピタリティ・
ビジネス演習 ５ ２ TRM５５１０

ホスピタリティ・
ビジネス特論Ⅰ ５ ２ TRM５５１１

ホスピタリティ・
ビジネス特論Ⅱ ５ ２ TRM５５１２

観光まちづくり論 ３ ２ TRM３５２９ 地域創造
プログラム
科目

国際協力と観光 ３ ２ TRM３５３０
地域創造インターンシップ ３ ２ TRM３５３１
コンテンツ・ツーリズム論 ５ ２ TRM５５１３
エコツーリズム論 ５ ２ TRM５５１４
地域リーダーシップ論 ５ ２ TRM５５１５
NPO・NGO論 ５ ２ TRM５５１６
地域型プロジェクト演習 ５ ２ TRM５５１７
地域創造特論Ⅰ ５ ２ TRM５５１８
地域創造特論Ⅱ ５ ２ TRM５５１９
ゼミナールⅠ ５ ２ GEN５３０３ 発展研究科目
ゼミナールⅡ ５ ２ GEN５３０４
ゼミナールⅢ ７ ２ GEN７５０１
卒業論文・プロジェクト指導 ７・８ ６ GEN７５０３

※所属学科の専門科目から６６単位以上を選択必修。
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Ⅹ　規　　程

杏林大学外国語学部履修規程
　制定　昭和６３年 ４ 月 １ 日
　改正　平成 ５ 年 ４ 月 １ 日　平成 ５ 年１１月１０日
　　　　平成 ８ 年１１月１８日　平成 ９ 年１１月１７日
　　　　平成１１年 ２ 月１５日　平成１１年１１月１５日
　　　　平成１２年１２月１８日　平成１８年 ３ 月１３日
　　　　平成２０年 ２ 月１８日　平成２２年 １ 月１８日
　　　　平成２３年 ２ 月２１日　平成２５年 ２ 月１８日
　　　　平成２６年 ２ 月１７日　平成２７年 ２ 月１２日
　　　　平成２８年 ２ 月１５日　平成２８年 ３ 月１４日
　　　　平成３０年 ３ 月１９日　令和 ３ 年 １ 月２０日
　　　　令和 ３ 年 ７ 月２０日　令和 ５ 年 ２ 月 ７ 日
　　　　令和 ６ 年 ２ 月 ６ 日　

（意　義）
第 １ 条　外国語学部の履修は、杏林大学学則（以下「学則」という。）の定めによる

もののほか、この規程による。
（科目の履修）
第 ２ 条　授業科目の履修は、学則別表 ４ － ５ （以下「別表 ４ － ５ 」という。）による

ものとする。
２  　必修科目及び選択必修科目は、英語学科では、２１科目４４単位、中国語学科では、
３８科目７６単位、観光交流文化学科では、２５科目５０単位とし、 ３ 学科ともに所属学科
の専門科目から６６単位以上を選択必修とする。

３  　他学部・他学科に設置されている専門科目の履修については、在学年限を通じて
２０単位を限度とし、当該授業科目担当教員及び教務委員会の承認を得なければなら
ない。なお、他学科履修で取得した単位は、前項で規定する専門科目の選択必修６６
単位（編・転入学生の場合は３２単位）に含めない。

４  　前項および大学コンソーシアム八王子を通じた単位互換により修得した単位は、
関連科目の単位として認める。

５  　各学期に履修できる単位の上限を２２単位とする。ただし、自由科目等については、
この限りではない。

６  　転・編入学生は、転・編入学時に６２単位を上限に本学の卒業単位として認定する。
転・編入学生の入学後の履修科目は、以下のように定める。
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　（ １ ）第 ５ 学期以降に配当されている必修科目を履修する。ただし、選択必修科目
については、第 ４ 学期以前に配当されている科目を履修できるものとする。

　（ ２ ）転・編入学以前の学習状況により、必要な科目の学習を特別に課する場合が
ある。

　（ ３ ）所属学科の専門科目から３２単位以上を選択必修とする。
７  　日本語教員養成課程の科目の名称及び単位数は、別表に掲げるとおりとする。日
本語教員養成課程の科目のうち所定の単位を修得した者に修了証書を与える。

（履修申告手続）
第 ３ 条　履修科目は、各学期始めの所定の期日までに登録を行うものとする。履修申

告の方法等については別に定める。
２  　前項により登録した履修科目の変更、取り消し及び追加は認めない。ただし、履
修登録期間終了後、所定の期間に限り、科目履修を中止することができる。

３  　履修申告により登録していない科目は、当該科目の履修及び試験の受験を認めな
い。

４  　授業科目のうち、履修者数１０名未満の選択科目は、原則開講しない。ただし、開
講基準は別に定める。

（試　験）
第 ４ 条　履修科目の単位を修得するためには、その科目の総合判定に合格しなければ

ならない。この総合判定は、平常点のみによる場合と平常点と試験および提出され
た課題による場合とがある。各授業科目における総合判定は、科目担当者が科目の
性質や学習効率などを考慮して決定する。

２  　前項の平常点とは、平常授業を通じて行われる評価（小テストなどを含む。）で
あり、試験とは、定期試験、追試験及び再試験をさす。

３  　定期試験は、学期末の指定期間に行う。（一部の科目については、指定期間の約
１ 週間前に行う場合がある。）ただし、科目の履修期間が学期に一致しない場合（集
中講義など）は、授業実施期間中に行うことがある。

４  　追試験は、病気その他やむを得ない事由により定期試験を受けることができな
かった者に対して、教授会の承認を経て行う。その実施については別に定める。

５  　再試験は、教授会の承認を得た者に限り、第 ４ 学期及び最終学期に行う。その実
施については別に定める。

（学業成績）
第 5 条　履修科目の総合判定は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの ５ 段階の評語で示される。
２  　前項の各評語は、総合判定を１００点とした場合、Ｓが９０点以上、Ａが８０点以上９０
点未満、Ｂが７０点以上８０点未満、Ｃが６０点以上７０点未満、Ｄが６０点未満若しくは定
期試験欠席を意味し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。

３ 　出席不良等により判定不能な場合の評語はＥとする。
４ 　単位認定を受けた科目の評語はＮとする。
５ 　履修を中止した科目の評語はＷとする。
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（GPA）
第 5 条の ２ 　前条の成績の評価（履修中止科目、自由科目及び単位認定科目は除く）

に対して次項によるグレードポイント（以下「ＧＰ」という。）を設定し、下記の
計算式によりＧＰの平均値であるグレードポイントアベレージ（以下「ＧＰＡ」と
いう。）を算出する。

　GPA=  ｛（評価を受けた科目のGP）×（当該科目の単位数）｝の累計/（履修登録の
単位数の合計）の累計

２  　成績の評価に対するＧＰは、Ｓが ４ 点、Ａが ３ 点、Ｂが ２ 点、Ｃが １ 点、Ｄ、Ｅ
が ０ 点とする。

（不正行為）
第 ６ 条　試験中および提出された課題に不正行為があったときは、当該科目を不合格

とする。
２  　前項の不正行為については、教授会の決定により、さらに他の履修科目を減点若
しくは不合格とし、必要に応じ学則第４３条の規定に定める懲戒を行うことがある。

３ 　試験中および提出された課題の不正行為の取扱いについては別に定める。
（進級判定）
第 7 条　進級の認定は、単位の取得状況、GPA等を含めた総合的な結果を教務委員

会の議を経て、教授会において審議し、教授会において行う。
２  　各学期の修得単位数が １ 単位以上であれば次の学期に進級できる。ただし、第 ５
学期への進級には、卒業に必要な総単位数のうち、６２単位以上を修得していなけれ
ばならない。

３  　履修学期が指定されている必修科目の単位を修得しないで進級した者は、進級学
期においてその未修得科目の単位を修得しなければならない。

４  　外国の教育機関への留学期間中は進級とする。ただし、留学許可書の留学期間終
了後から １ ヶ月以内に留学先教育機関が発行した成績証明書等を提出しなければな
らない。

（留学期）
第 8 条　前条により進級の認定がされなかった者は留学期とし、原級に留めるものと

する。
２  　留学期者と留学期経験者の科目の履修については、当該授業科目担当教員及び教
務委員会協議のうえ、次学期の科目の履修を認めることがある。

（卒業判定）
第 ９ 条　卒業の認定は、第 ８ 学期において、単位の取得状況、GPA等を含めた総合

的な結果を教務委員会の議を経て、教授会において審議し、学長がこれを行う。
（教授会決定）
第 １０条　外国語学部の履修について、この規程に定めのない事項は、教授会の定めに

よる。
第１１条　この規程の改廃は、外国語学部教授会で審議し、決定するものとする。
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附　則
　この規程は、平成３０年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
　この規程は、令和 ４ 年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
　この規程は、令和 ５ 年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
　この規程は、令和 ６ 年 ４ 月 １ 日から施行する。
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別表（第 ２ 条第 7 項関係）
日本語教員養成課程科目

科　　　目 必修 単位数 備考 科　　　目 必修 単位数 備考

日
本
語
学
／
日
本
語
教
育
学
科
目

日本語学概論 〇 ２

言
語
／
文
化
等
関
連
科
目

コミュニケーション概論 ２
日本語学特論Ⅰ ２ 異文化コミュニケー

ション
２

日本語学特論Ⅱ ２
日本語学特論Ⅲ ２ 地域圏研究Ⅰ ２
日本語教育学概論 〇 ２ 地域圏研究Ⅱ ２
日本語教育学特論Ⅰ ２ 地域圏研究Ⅲ ２
日本語教育学特論Ⅱ 〇 ２ ダイバーシティ論 ２
日本語教育学特論Ⅲ 〇 ２ 社会学 ２
日本文化演習 ２ ホスピタリティ・

コミュニケーション
２

実
技
演
習
科
目

日本語教育実習Ⅰ △ ２
4
単
位

日本語教育実習Ⅱ △ ２ 異文化コミュニケー
ション特論

２
日本語教育実習Ⅲ △ ２

〇：必修科目
△：選択必修科目

異文化交流 ２

社会言語学 ２

認知言語学 ２

日中比較文化論Ⅰ ２

日中比較文化論Ⅱ ２
近代中国と日本Ⅰ ２
近代中国と日本Ⅱ ２
ファシリテーション実習 ２

外
国
語
科
目

中国語Ⅳ ２
韓国語Ⅳ ２
ドイツ語Ⅳ ２
フランス語Ⅳ ２
スペイン語Ⅳ ２

備考　上記の表より以下の要件で２６単位以上を取得する。
　　　◦日本語学／日本語教育学科目より１２単位以上（必修科目 ８単位を含む）
　　　◦実技演習科目の選択必修科目より ４単位以上
　　　◦ 言語／文化等関連科目より１０単位以上（外国語科目を ２単位以上取得する場合は ８単位

以上）
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○杏林大学外国語学部転学科規程
　　　　制定　平成１８年 ３ 月１３日

改正　平成２７年 ３ 月 ５ 日

（目　的）
第 １ 条　この規程は、杏林大学学則第３４条に定める転学科に関し、外国語学部の学科

相互における転学科について細部を定めることを目的とする。
（転学科の時期）
第 ２ 条　他学科に転学科を許可する時期は、第 ３ 、第 ４ 及び第 ５ 学期までの進級時と

する。
（転学科の人員）
第 ３ 条　転学科を許可する人員は、第 ３ 学期から第 ５ 学期までの進級する各学科の在

籍学生数を考慮し、教育に支障のない範囲においてその都度定める。
（転学科資格）
第 ４ 条　転学科を志願する者は、転学科後に当該学科の必修科目を履修することが可

能である者にかぎる。
（転学科志願）
第 5 条　転学科を志願する者は、所定の用紙に別に定める「転学科検定料」を添えて

教務課へ提出しなければならない。
（転学科試験）
第 ６ 条　転学科試験は、学期末に実施する。
２ 　転学科試験の出題者については、学部長よりこれを委嘱する。
３ 　転学科試験の受験資格、実施要領は別に定める。

（転学科の許可）
第 7 条　転学科の許可については、転学科試験の結果を踏まえた教務委員会の議を経

て、教授会にて承認する。

附　則
１ 　この本規程は、平成１８年 ４ 月 １ 日から施行する。
２  　平成１８年 ４ 月 １ 日以降に入学した者に適用し、それ以前の者に対しては適用しな
い。

附　則
１ 　本規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。
２  　平成２７年 ４ 月１日以降に入学した者に適用し、それ以前の者に対しては、なお従
前の例による。
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Ⅺ　教職課程、地（知）の拠点整備事業、　　　APプログラム（高大接続）について

1 教職課程（英語学科のみ）

　英語学科では、定められた科目を修得すると、「英語」の中学校教諭・高等学校教
諭の各一種免許状を取得することができます。
　学校（中学校、高等学校）の教員になるためには、それぞれ該当する「教育職員免許 
状」（以下、「免許状」という）を取得していることが必要です。免許状は、免許法及
び同法施行規則に定められた必要な単位を取得し、大学を卒業して学士の学位（基礎
資格）を有する者の申請に基づいて、都道府県の教育委員会から授与されます。授与
された免許状は、全国すべての都道府県及び海外の日本人学校においてその効力を有
します。
　教職課程とは、上記の免許法に基づいて、免許状を取得するために履修する課程の
ことです。
　なお、教員免許状を取得しようとする場合、「教職課程」への登録が必要です。履
修を希望する学生は毎学期はじめに実施される教職ガイダンスに出席したうえで、所
定の手続きをしなければなりません。
　詳細は別誌『教職課程ガイドブック』を参照してください。

2 地域を舞台とした学び

　本学では文部科学省が支援した補助事業『地（知）の拠点整備事業（COC）』（２０１３
年度～ ２０１７年度）、『地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）』（２０１５
年度～ ２０１９年度）に採択されたのを機に、大学が地方公共団体や企業等と協働して地
域の課題解決に向けて主体的に行動できる人材の育成、また学生にとって魅力ある就
職先の創出をするとともに、その地域が求める人材育成のための育成カリキュラム改
革を進めてきました。学生と地域関係者の交流を通じて地域活性化に関連した活動を
展開するとともに、『地域のための大学』として「地域を志向した学習」を継続して
いくため、地域をテーマとする科目と地域住民の方々に開かれた科目の充実を図って
います。



7776

Ⅺ　

 

教
職
課
程
、
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
、
A
P
プ
ロ
グ
ラ
ム（
高
大
接
続
）に
つ
い
て

［地域をテーマとする科目］
※医学部と保健学部の科目名称は令和 ３ 年度以前の入学者用で表示しています。

【医学部】（ 3 科目）

No. 科 目 名 称
１ 地域と大学（早期体験学習Ⅰ）

２ 臨床応用実習
（クリニカルクラークシップ）

No. 科 目 名 称
３ 救急医学実習（救急車同乗実習）

No. 科 目 名 称
１ 社会保障論/社会保障論Ⅰ
２ 社会保障論Ⅱ（旧カリキュラム科目）
３ 介護政策論（旧カリキュラム科目）
４ 出店戦略
５ 民法Ⅳ（家族）/家族法
６ 医療経済学
７ 健康社会学
８ 国際政治史
９ 比較政治学
１０ 外交政策論B
１１ ローカル・ガバメント論Ａ
１２ ローカル・ガバメント論Ｂ
１３ 地域と大学（S）
１４ 学際演習（地域づくり）（旧カリキュラム科目）
１５ 演習Ⅰ（木暮ゼミナール）
１６ 演習Ⅱ（木暮ゼミナール）
１７ 演習Ⅲ（木暮ゼミナール）
１８ 演習Ⅳ（木暮ゼミナール）
１９ 演習Ⅴ（木暮ゼミナール）
２０ 演習Ⅵ（木暮ゼミナール）
２１ 演習Ⅲ（進邦ゼミナール）

No. 科 目 名 称
２２ 演習Ⅳ（進邦ゼミナール）
２３ 演習Ⅴ（進邦ゼミナール）
２４ 演習Ⅵ（進邦ゼミナール）
２５ 刑法Ⅰ
２６ 刑法Ⅱ
２７ Introduction to Global Health Issues
２８ 生活と法（旧カリキュラム科目）
２９ 演習Ⅲ（三浦ゼミナール）
３０ 演習Ⅳ（三浦ゼミナール）
３１ 演習Ⅴ（三浦ゼミナール）
３２ 演習Ⅵ（三浦ゼミナール）
３３ 演習Ⅲ（岡村ゼミナール）
３４ 演習Ⅳ（岡村ゼミナール）
３５ 演習Ⅴ（岡村ゼミナール）
３６ 演習Ⅵ（岡村ゼミナール）
３７ 中東・アフリカの政治・経済
３８ 租税法Ⅰ
３９ 租税法Ⅱ
４０ 財政論
４１ コミュニティ・ベースド・ラーニング概論
４２ コミュニティ・ベースド・ラーニング基礎Ⅰ

【総合政策学部】（42科目）

No. 科 目 名 称
１ 社会と大学Ⅲ
２ 観光交流文化特論Ⅱ（旧カリキュラム科目）
３ 観光地理学

No. 科 目 名 称
４ ことばと文化（旧カリキュラム科目）
５ 日本語学特論Ⅱ（旧カリキュラム科目）
６ 韓国の文学・文化

【外国語学部】（29科目）
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No. 科 目 名 称
７ 韓国語圏研究
８ 韓国語Ⅰ（初級）
９ 韓国語Ⅱ（初級）
１０ 韓国語Ⅳ（中級）
１１ 実用英語演習Ⅱ（発展）
１２ ゼミナールⅠ（坂本ゼミナール）
１３ ゼミナールⅡ（坂本ゼミナール）
１４ ゼミナールⅢ（坂本ゼミナール）
１５ ゼミナールⅠ（八木橋ゼミナール）
１６ ゼミナールⅡ（八木橋ゼミナール）
１７ ゼミナールⅢ（八木橋ゼミナール）
１８ ゼミナールⅠ（小堀ゼミナール）

No. 科 目 名 称
１９ ゼミナールⅡ（小堀ゼミナール）
２０ ゼミナールⅠ（古本ゼミナール）
２１ ゼミナールⅡ（古本ゼミナール）
２２ ゼミナールⅢ（古本ゼミナール）
２３ 観光調査法①
２４ 観光調査法②
２５ 観光調査法③
２６ サービスラーニングⅡ
２７ 日本文化論（中･観）（旧カリキュラム科目）
２８ 日本文化論（英）（旧カリキュラム科目）
２９ フィールドスタディⅣ（観光振興研修）

No. 学　科 科 目 名 称
１ 臨床検査 公衆衛生学Ⅱ
２ 臨床検査 地域と大学
３ 臨床検査 薬理学
４ 臨床検査 食品栄養学
５ 臨床検査 臨地実習
６ 臨床検査 社会福祉学
７ 臨床検査 臨床検査基礎実習
８ 看 護 学 応用看護学実習
９ 看 護 学 基礎看護学実習Ⅰ
１０ 看 護 学 基礎看護学実習Ⅱ
１１ 看 護 学 高齢者看護学実習Ⅱ
１２ 看 護 学 小児看護学実習
１３ 看 護 学 母性看護学実習
１４ 看 護 学 精神看護学実習
１５ 看 護 学 福祉・地域と大学
１６ 看 護 学 在宅看護学実習
１７ 看 護 学 保健福祉行政論Ⅰ
１８ 看 護 学 保健福祉行政論Ⅱ
１９ 看 護 学 産業保健学概論
２０ 看 護 学 公衆衛生看護学概論
２１ 看 護 学 家族相談支援論
２２ 看 護 学 公衆衛生看護活動方法論Ⅰ

No. 学　科 科 目 名 称
２３ 看 護 学 公衆衛生看護活動方法論Ⅱ
２４ 看 護 学 公衆衛生看護活動論Ⅰ
２５ 看 護 学 公衆衛生看護活動論Ⅱ
２６ 看 護 学 地域診断演習
２７ 看 護 学 公衆衛生看護学実習Ⅰ
２８ 看 護 学 公衆衛生看護学実習Ⅱ
２９ 看 護 学 公衆衛生看護学実習Ⅲ
３０ 看護養護 福祉・地域と大学
３１ 看護養護 健康スポーツ科学
３２ 看護養護 栄養学（食品学を含む）
３３ 看護養護 基礎看護学実習Ⅰ
３４ 看護養護 基礎看護学実習Ⅱ
３５ 看護養護 ボランティア活動
３６ 看護養護 小児看護学実習
３７ 看護養護 母性看護学実習
３８ 看護養護 在宅看護学実習
３９ 看護養護 精神看護学実習
４０ 看護養護 老年看護学実習Ⅰ
４１ 看護養護 成人看護学実習Ⅰ
４２ 看護養護 発達障害と特別支援
４３ 看護養護 統合看護学実習（発達障害）
４４ 臨床工学 公衆衛生学Ⅰ

【保健学部】（107科目）
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No. 学　科 科 目 名 称
４５ 臨床工学 公衆衛生学Ⅱ
４６ 臨床工学 地域と大学
４７ 臨床工学 生命倫理学
４８ 臨床工学 臨床実習
４９ 臨床工学 医用工学概論
５０ 臨床工学 特別講義Ⅰ
５１ 救急救命 公衆衛生学Ⅱ
５２ 救急救命 地域と大学
５３ 救急救命 シミュレーションⅣ
５４ 救急救命 臨床実習
５５ 救急救命 救急・防災実習
５６ 救急救命 救急車同乗実習
５７ 健康福祉 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ
５８ 健康福祉 児童福祉論
５９ 健康福祉 カウンセリング
６０ 健康福祉 食品栄養学
６１ 健康福祉 食品製造学
６２ 健康福祉 地域福祉論
６３ 健康福祉 社会福祉援助技術実習
６４ 健康福祉 看護学実習
６５ 健康福祉 ボランティア活動
６６ 健康福祉 地域と大学
６７ 健康福祉 社会福祉学
６８ 健康福祉 保健栄養学
６９ 健康福祉 公衆衛生学Ⅱ
７０ 理学療法 公衆衛生学Ⅰ
７１ 理学療法 公衆衛生学Ⅱ
７２ 理学療法 地域と大学
７３ 理学療法 生命倫理学
７４ 理学療法 高齢者理学療法学
７５ 理学療法 地域理学療法学
７６ 理学療法 日常生活技術学

No. 学　科 科 目 名 称
７７ 理学療法 理学療法国際事情
７８ 理学療法 応用理学療法学
７９ 理学療法 理学療法概論
８０ 理学療法 見学実習
８１ 理学療法 評価実習Ⅰ
８２ 理学療法 評価実習Ⅱ
８３ 理学療法 総合臨床実習
８４ 理学療法 社会福祉学
８５ 理学療法 小児理学療法学
８６ 作業療法 公衆衛生学Ⅰ
８７ 作業療法 公衆衛生学Ⅱ
８８ 作業療法 地域と大学
８９ 作業療法 地域ケアシステム論
９０ 作業療法 老年期障害作業療法学
９１ 作業療法 見学実習
９２ 作業療法 評価実習Ⅰ
９３ 作業療法 評価実習Ⅱ
９４ 作業療法 総合臨床実習
９５ 作業療法 作業療法学概論
９６ 作業療法 生命倫理学
９７ 作業療法 社会福祉学
９８ 作業療法 地域生活作業療法学演習
９９ 放 射 線 地域と大学
１００ 放 射 線 生命倫理学
１０１ 放 射 線 放射線治療技術学実習
１０２ 放 射 線 核医学検査技術学実習
１０３ 放 射 線 画像検査技術学実習
１０４ 放 射 線 特別講義Ⅰ
１０５ 臨床心理 地域と大学
１０６ 臨床心理 心理基礎実習
１０７ 臨床心理 社会福祉学
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　以下４９科目は学生と地域関係者がともに学び合うことができるように外部へ知の提
供をしています。

［外部に開かれた科目］（49科目）
※保健学部の科目名称は令和 ３ 年度以前の入学者用で表示しています。

No. 学　部 科　目　名　称
１

総合政策学部

時事問題研究B〈春〉
２ 時事問題研究B〈秋〉
３ 外交政策論A
４ アメリカ政治論
５ ヨーロッパ政治論
６ 租税法Ⅰ
７ 租税法Ⅱ
８ 財政論
９ 中東・アフリカの政治・経済
１０ 経済学総論
１１ 行動経済学
１２ 国際政治経済学
１３ 出店戦略
１４ 国際会計基準論／国際会計論
１５ 民法Ⅳ（家族）／家族法
１６ ローカル・ガバメント論A
１７ ローカル・ガバメント論B
１８ 社会福祉政策論
１９ 生活と法
２０ 日本国憲法
２１ 情報法Ⅱ（各論）／メディア・コンテンツと法
２２ 医事法
２３

外国語学部

英語学特論Ⅳ（応用言語学）
２４ 英語学演習Ⅳ（英語教育と学習理論）
２５ 英語学特論Ⅰ（統語論・文法論）
２６ 英語学演習Ⅰ（文のしくみ）
２７ 韓国の文学・文化
２８ 韓国語圏研究
２９ 表象文化論Ⅰ（文学作品の映画化に見る景観）
３０ 中国の思想
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No. 学　部 科　目　名　称
３１

外国語学部

中国の歴史
３２ 宿泊産業論
３３ ウェルネス・ツーリズム論
３４ 温泉観光学
３５ コンテンツ ツーリズム論
３６ コミュニケーション概論
３７ 観光学入門
３８ 観光まちづくり論
３９ NPO・NGO論
４０ 観光メディア論
４１

保健学部

福祉心理学
４２ 生命倫理学
４３ 乳幼児・児童心理学
４４ 救命救助法
４５ 健康・医療心理学
４６ 健康スポーツ科学
４７ 高齢保健学
４８ 発達臨床心理学
４９ 高齢者福祉論
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3 APプログラム（日英中トライリンガル育成のための高大接続）について

　杏林大学は、平成２６年度文部科学省「大学教育再生加速プログラム」テーマⅢ（高
大接続）に採択され、令和元年度まで補助を受けながら事業を実施してきました。こ
の事業は「APプログラム」と呼ばれていますが、APとはAcceleration Program（加
速プログラム）の略語であると同時に、アメリカを中心に行われている高大接続の方
式 Advanced Placement（アドバンストプレースメント：高校生に大学レベルの
教育機会を提供し、入学後に大学の卒業に必要な単位として認定すること）の略語で
もあります。
　杏林大学が進めてきた事業の基本構想は、「日英中トライリンガル育成のための高
大接続」です。これまで築き上げてきた高大連携を基盤として、単なる教育機会の提
供に留まらず、グローバル人材育成という教育目標を共有する高等学校と連携しなが
ら、教育内容、教育方法、教育成果の発展的連携・接続を図っています。
　外国語学部は、この事業の中心的取組学部として、高校生に教育機会を提供する様々
な事業を実施してきました。高校生へのグローバル関連科目のオープン化、日英中ト
ライリンガルキャンプ、英語キャンプ、中国語キャンプ、スピーチ・プレゼンテーショ
ンコンテスト、セミナーなどグローバル人材になるという共通の目標を持った高校生
と共に学ぶ機会が増えてきました。そうした機会で、外国語学部生の皆さんは、先輩
として、あるいはピアサポーター、ピアチューターとして、高校生の皆さんに模範を
示しながら、自らもグローバル人材になるべく研鑽を積んでください。
　また、APプログラムでは、ライティングセンターを設置しています。ライティン
グセンターでは、 １ 対 １ のセッションで、レポートや論文、あるいは留学準備書類作
成などについて教員やピアチューターと意見交換をし、文章を改善するためのアドバ
イスを得ることができます。グローバル人材になるべく英語のライティング力を高め
たいと考えている人は、是非、積極的に利用してください。
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UNIVERSAL PASSPORT 

利用の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杏林大学 総合情報センター 
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■■ログイン方法■■

 2

 

 

■■ログイン方法■■ 

杏林大学のホームページにアクセスします。 ＵＲＬ：http://www.kyorin-u.ac.jp 

 

 

 

 

「メニュー」 

をクリック 

「在学生の方」 

をクリック 

「学生支援ポータル」をクリック 
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「UNIVERSAL PASSPORT」をクリックするとログイン画面になります。 

ユーザーID、パスワードを入れてログインします。 

ID：学籍番号 

初期パスワード：A 生年月日 a（例 2001 年 1 月15 日生⇒A20010115a） 
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■■ポータル画面について■■

 4

■■ポータル画面について■■

ログインすると以下の画面になります。 

 

 

 

時時間間割割変変更更  

時間割や教室の変更のお知らせが掲示されま

す。 

ククララススププロロフファァイイルル 

授業関連のメニューが表示されます。 

授業ごとに「課題提出」、「授業資料」、「授業 Q＆A」などのメニューを使用できます。 

履修登録した授業を表示で

きます。 

自分で作成したスケジュール

を確認できます。 

月単位でスケジュールを確

認できます。 

最初に曜日をクリックし、メニューを開きたい

授業を選んでください。 

掲掲示示  

新着のお知らせが届きます。重要なお知らせも

ありますので毎日確認してください。 
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■■履修登録■■・・・【履修登録期間中のみ】

 5

 

 

■■履修登録■■・・・【履修登録期間中のみ】 

メニューバーの『履修関連』にカーソルを合わせ『履修登録』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーションで配布された時間割表を参考に履修したい授業を選択します。『追加』ボ

タンを押すと履修登録可能な授業が表示されます。 
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本のマークをクリックすると「シラバス」が確

認できます。シラバスには『ふせんを貼る』機

能を利用することができ、履修登録時にふせん

を貼った授業の履修登録も可能です。 

 

履修したい授業を選択し、『確定』ボタン

を押すと授業が追加されます。 

『シラバス』にふせんを貼った授業を履修登録する場合は

『ふせんを貼った授業の登録』ボタンを押し、登録したい

授業を選択し『確定』を押します。 
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履修したい授業を選択し終えたら『最終確認へ』ボタンをクリックします。 

『提出』ボタンをクリックし履修登録を完了します。履修登録完了の案内が登録されたメール 

アドレスへ送付されますので確認してください。（確認メールを送信しないにチェックを入れた

方はメールが送られません。） 

履修登録が完了したらメニューバーの中の『履修関連』にカーソルを合わせ『学生時間割表』

を選択し、履修登録した授業を確認してください。 
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   『最終確認へ』ボタンを押した後、『履修内容にエラーがあります。』と表示された場合は 

内容を確認し、『授業の選択へ戻る』ボタンから授業選択へ戻り確認・修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーメッセージ 

【確認】○○を履修してください。（修正重要度：★） 

必修授業や選択必修授業の登録漏れがある場合に表示されます。登録した授業を再確認して

ください。 

授業の重複等で必修や選択必修授業が履修できない場合には『提出』ボタンを押し履修登録

を終了してください。 

授業の履修は必修授業・選択必修授業を優先し、必修授業との重複で履修できない選択必修

授業は次年度以降の履修を検討してください。 

 

【警告】○○までに△△以上履修してください。（修正重要度：★★） 

進級要件、卒業要件を満たせていない場合に表示されます。 

進級・卒業要件を確認し履修登録の見直し、修正を行ってください。（P47、48参照）  

 

【要訂正】○○の上限を超えています。（修正重要度：★★★） 

履修登録できる単位数の上限を超えている場合など、制限以上に履修登録がされている場合 

に表示されます。履修登録上限単位数の緩和申請などを行っていない方は必ず修正してくだ

さい。（P34参照） 

 

（P46、47参照）

（P33参照）
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